
 
1 

予算委員会 会議録 

 

日 時  令和８年３月１６日（月曜日） 午前９時５５分 ～ 午後４時２９分 

場 所  臼杵庁舎２階 全員協議会室 

 

出席委員の氏名 

委 員 長 匹田  郁   副委員長 戸匹 映二  委  員 平川 幸司 

委   員 甲斐  尊   委  員 安東 鉄男  委  員 芝田 英範 

委   員 河野  巧   委  員 川辺  隆  委  員 匹田久美子 

委   員 伊藤  淳   委  員 梅田 德男  委  員 広田 精治 

委   員 奥田富美子   委  員 大塚 州章  委  員 武生 博明 

委   員 吉岡  勲   委  員 牧  宣雄 

 

オブザーバー 

議   長 内藤 康弘 

 

欠席委員の氏名 

  （ ８番 伊藤 淳 ） 

 

説明のため出席した者の職氏名 

政策監（総務・企画担当） 安東 信二  
政策監（市民担当） 

兼福祉保健担当 
柴田  監  

政策監（産業担当） 姫野 敬一  政策監（野津地域振興担当） 川野 徳明  

教育次長兼教育総務課長 佐藤 忠久  消防本部消防長 中尾  敬  

総務課長 佐世 善之  総務課参事 桑原 昇造  

総務課参事兼ＤＸ推進室長 江川  徹  財務経営課長 吉良  猛  

秘書・総合政策課長 望月 裕三  秘書・総合政策課参事 内藤 健治  

地域力創生課長 藤本 健次  防災危機管理課長 目原 康弘  

市民生活推進課長 川辺宏一郎  市民課長 齋藤 正雄  

市民課長参事 後藤 秀隆  環境課長 麻生 幸誠  

税務課長 尾本  浩  
部落差別解消推進・ 

人権啓発課長 
寺本 政浩  

保険健康課長 川辺みさご  高齢者支援課長 安藤 隆文  

子ども子育て課長 竹尾 幸三  福祉課長 大戸 敏雄  
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福祉課参事 二宮 貴司  都市デザイン課長 広瀬  隆  

建設課長 小坂 郡師  
水道事業所長 

併上下水道課長 
村上  和  

水道事業所参事監 

併上下水道課参事監 
日高誠一朗  産業観光課長 山木 哲男  

産業観光課参事監 安東 昌文  会計課長 瀧澤  愛  

契約検査課長 小野 憲吾  学校教育課長 新名  敦  

学校教育課参事 高田 教一  社会教育課長 那賀 啓史  

文化・文化財課長 日高 昌幸  消防本部総務課長 廣戸 隆宏  

消防本部警防課長 庄司 哲宏  消防本部予防課長 三城 英昭  

農林振興課長代理 芦刈 正文  農林振興課農林基盤整備室長 梶原 弘記  

農林振興課有機農業推進室長 荒木  浩  その他関係職員   

 

出席した事務局職員の職氏名 

  局長 林 昌英   次長 小嶋佳希   主幹 原 伸行   書記 工藤真里子 

 

傍聴者 

（ １名 ）  

 

会議に付した事件及び審査結果 

 

番  号 件               名 審査結果 

第２８号 令和８年度臼杵市一般会計予算 原案可決 

第２９号 令和８年度臼杵市水道事業会計予算 原案可決 

第３０号 令和８年度臼杵市下水道事業会計予算 原案可決 

第３１号 令和８年度臼杵市国民健康保険特別会計予算 原案可決 

第３２号 令和８年度臼杵市介護保険特別会計予算 原案可決 

第３３号 令和８年度臼杵市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 
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午前９時５５分 開議 

 

○委員長（匹田 郁） 

定刻よりも少し早いですが、全員そろっておりますので、ただいまから、予算委員会を開催

いたします。本日は傍聴の申出がありましたので許可をしております。 

これより議事に入ります。３月１２日に本委員会に付託されました議案は６件であります。 

なお一般会計と特別会計全ての説明と質疑終了後に一般会計から順次討論採決を行いたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

本日の委員会は、お手元に配付しております、委員会次第により進行いたします。また、質

疑及び答弁を行う場合の挙手についても、徹底をお願いいたします。 

ではまず初めに、第２８号議案、令和８年度臼杵市一般会計予算を議題といたします。 

初めに、申出により執行部より説明があります。 

◎政策監（安東信二） 

 総務企画政策監の安東です。本日より予算委員会どうぞよろしくお願いいたします。 

当初予算の説明につきましては、まず概要を財務経営課長がご説明いたします。その後、個

別の事業予算は部門ごとに各担当課よりご説明させていただきます。各事業の説明につきまし

ては、歳出予算の説明時に財源として歳入予算の説明をさせていただいているところですが、

予算委員長の提案により、これまでのように歳入のページに１回１回戻っての説明は省略させ

ていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは財務経営課長より概要を説明いたします。お願いします。 

◎財務経営課長（吉良 猛） 

（ 令和８年度 当初予算の概要説明資料に基づき説明 ） 

個別の事業につきましてはこの後担当課よりご説明いたします。 

以上で、令和８年度一般会計予算の概要について説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（匹田 郁） 

 休憩いたします。 

 

午前１０時０５分 休憩 

 

午前１０時０５分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

◎政策監（安東信二） 
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それでは概要説明が終わりましたので、消防本部より予算の説明をさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（匹田 郁） 

 休憩いたします。 

 

午前１０時０５分 休憩 

 

午前１０時０５分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

それでは、消防本部の議案について審査を行います。執行部の説明を求めます。 

◎消防長（中尾 敬） 

消防長の中尾です。それでは消防本部所管分令和８年度当初予算について、担当の廣戸総務

課長より説明させていただきます。よろしくお願いいたします。 

◎消防本部総務課長（廣戸隆宏） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑は挙手をもってお願いいたします。 

○委員（河野 巧） 

１１ページ、歳出ナンバー２、消防本部のマイナ救急システム導入事業ということで、マイ

ナ保険証を活用し、という部分で通常、救急車で運ばれるとなると市内に行くことが多いと思

うんですけれども、かかりつけ医が大分市とか、そういうマイナ保険証に何か書かれているこ

とを重要視するのか。希望があって大分市に搬送してくださいとなったら、そういうふうにも

できるのかどうかその辺はどうでしょう。 

◎消防本部警防課長（庄司哲宏） 

河野委員のご質問にお答えいたします。マイナ救急事業につきましては、システムにありま

す情報等を利用させていただきながら、病院選定等に生かしていくという仕組みでございます。

大分市にかかりつけの方もいらっしゃいますし、臼杵市にかかりつけの方もいらっしゃいます。

そういった特殊な事案以外は、今までどおり、臼杵市内の直近の医療機関を選定して搬送して

いこうという感じで行なっております。以上です。 

○委員（河野 巧） 

続きまして、１２ページの歳出４番、防火水利のデータデジタル化事業ということで、これ

はありがたいなと思っているんですけれども、この電子地図上で確認できるように電子化する
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ときに、見れる方は消防職員だけなのか、団員も見れるのか、地域の人も見れるのか、その辺

はどうでしょうか。 

◎消防本部総務課長（廣戸隆宏） 

河野委員の質問にお答えいたします。今回デジタル化事業につきましては、市のホームペー

ジ上に上げまして、市民の方も閲覧できるようなことを考えております。以上です。 

○委員（奥田富美子） 

１２ページ歳出６番です。消防本部の多目的広場の塗装改修となっていますが、多目的広場

は芝生のことでいいでしょうかということと、それに関係して塗装改修はどの様にされるのか

教えてください。 

◎消防本部総務課長（廣戸隆宏） 

奥田委員の質問にお答えいたします。多目的グラウンド、消防署の隣のグラウンドになりま

して、屋外ステージと芝生と庁舎のあいだに、パーゴラという休憩できるスペースがございま

すけれども、そちらのほうが、結構、錆びがきておりますので、そちらの部分について塗装工

事をするといった形になります。以上です。 

○委員（河野 巧） 

もう１点お願いします。１２ページの５、器具費のところで、消防団員用のジェットシュー

ター６６着の備品購入費等ということですけれども、ジェットシューターを６６着買うことで、

どれぐらい整備が進むのか、今後も予定されるのか、その辺ご説明お願いします。 

◎消防本部総務課長（廣戸隆宏） 

 河野委員の質問にお答えいたします。ジェットシューターにつきましては現在の野津方面隊

のほうには５１着、各分団部に整備をしております。しかしながら、臼杵の方面隊にはまだ今

のところ整備がございませんので、各部に２着ずつ６６着を今回配備し、一応今回の配備で終

わりますけど、まだ状況を見ながら必要に応じて検討していきたいというふうに考えておりま

す。以上です。 

○委員長（匹田 郁） 

ほかにございませんか。 

（ 「なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で消防本部の議案質疑を終わります。暫時休憩いたします。 

 

午前１０時１７分 休憩 

 

午前１０時１９分 再開 
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○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。次に、総務企画関係の議案について審査を行います。執行部の説明を求め

ます。 

◎政策監（安東信二） 

 政策監の安東です。それでは総務企画部門、６課から説明をいたします。冒頭説明しました

ように歳入は、主なものを最初に言います。そして歳出の財源説明のときに、歳入のページま

で戻らずに説明をする、番号等を言うだけで財源を説明いたしますので、よろしくお願いいた

します。以上です。 

◎総務課長（佐世善之） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

◎財務経営課長（吉良 猛） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

◎秘書・総合政策課長（望月裕三） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

◎地域力創生課長（藤本健次） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

◎防災危機管理課長（目原康弘） 

まず初めに、大変申し訳ありませんが、訂正をお願いします。１４ページ、歳入ナンバー３

３番、土地災害情報提供強化事業補助金と記載されておりますが、土地ではなくて土砂災害で

ございます。大変失礼しました。 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

◎市民生活推進課長（川辺宏一郎） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

○委員長（匹田 郁） 

 以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑は挙手をもってお願いいたします。 

○委員（奥田富美子） 

 １７ページをお願いします。１７ページの２９と３０ですが、働き方のところや女性活躍の

ところで、とても内容について期待しているところです。２９については、対象を医療機関、

企業に絞っているところのその意味についてお願いします。 

それと３０は、ワークショップ形式というふうに説明があったと思いますが、ファシリテー

ターがとても重要な役割を果たすと思うのですけれど、どういう方が進めるようなっているか、

もう少し詳細をお願いします。 

それと３７番のところですが、お試しで臼杵に暮らしていただくということで、１，０００

万円近い予算ですけれど、その内訳についてお願いします。 
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◎秘書・総合政策課長（望月裕三） 

 奥田委員のご質問にお答えします。まずナンバー２９、未来を選択する会議の関連イベント、

これが対象の事業所が、テーマが女性活躍等になっているということでございますが、これは

未来を選択する会議自体が、人口減少に非常に特化した会議であるということで、国のほうが

行っているのですが、以前人口戦略会議として消滅可能性自治体とか、そういったことの研究

をされてたところということで、人口減少に対して非常に特化した取組をする会議の延長線上

でのイベントということで、特に働き方改革や女性を活躍としたテーマとすることで、子育て

しながら、子供を産みながらも持続可能な取組ができる、そういったところを目指していくと

いうのを中心とした、そういったイベントになるように考えております。以上がイベントの目

的等になりますが、対象企業は、市内の医療機関とか、企業、商工関係者、そういった方もし

ていきたい。あとは市内の医療機関、介護関係者や商工関係者、そういった方を対象とすると

いうふうに考えているところであります。 

続いて３０番のやるこしベースに関してですが、これにつきましては、市役所とかも含めて

になるのですが、民間の事業所の比較的若い方、４０代ぐらいまでの方でチームというか、そ

ういう研修の場を設けることができればというふうに考えております。 

イメージとしましては、年齢が１６歳から４０歳程度までを想定をしておりますが、条件と

しては、市内在住で勤務も市内の方、若い方、女性の方で、将来、地域事業、組織を担う意欲

がある方や業種や立場を超えた交流をしたい、また、協働に関心ある方、そういった方を対象

としたいと考えております。 

まだプログラム全体はあくまでも想定ではあるのですけれども、当然ワークショップという

ような形をする際は、専門の講師にご依頼をするようなことも考えておりますし、地域のイベ

ント、街歩きなど、そういったものを、まずは集まっていただいて、そのメンバーの方に協議

をいただいて実施をする形をとりたいと考えておりまして、メンバーが決めたやり方に対して、

柔軟に対応できるよう、講師派遣料等組ませていただいている、そういった状況でございます。

以上です。 

◎地域力創生課長（藤本健次） 

 奥田委員のご質問にお答えいたします。ナンバー３７の、保育園留学運営業務の財源の内訳

ということです。事業費が９９０万円、そのうちの国庫支出金として、歳入の１８番の地域未

来交付金を一部充当するようにしております。残る４９５万円、これは一般財源なのですけれ

ども、このうちの８０％が交付税措置されるということで、市費としては全体の中の１０％ほ

どとなっております。 

この事業費の中身ですけれども、運営事業者の事業費なのですけれども、内容につきまして

は、特にこの留学プランの募集広報等の告知やウェブページ等の作成、それから、保育施設、

また宿泊施設、そういったその他施設との連絡調整、また留学家族からの申込みの受付や利用

料の収納とか、そして保育園、宿泊施設等への利用料支払い、また苦情等の問合せ、そういっ
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た全てのことを、この事業者が運営していただくようになっております。以上です。 

○委員（奥田富美子） 

 ２９のところですが、参加者を医療関係者と企業、いろいろおっしゃっていただきましたけ

ど、普通にそういうところに所属していない人が希望される場合は、参加可能でしょうか。 

◎秘書・総合政策課長（望月裕三） 

 まだ告知の仕方等の決定はしておりませんが、広く参加ができる形で呼びかけはしていきた

いと思っております。以上です。 

○委員長（匹田 郁） 

 ほかにございませんか。 

○委員（河野 巧） 

 全体の人件費についてなんですけれども、１５ページ、歳出ナンバーの１と２と４になるの

ですけれども、特に４番のほうで、会計年度任用職員分とあるのですけれども、地域おこし協

力隊とか、一般財源じゃない部分の人件費というのは全部この中に組み込まれているのでしょ

うか。そのご説明お願いいたします。 

◎総務課長（佐世善之） 

 河野委員の質問にお答えいたします。雇用形態としては、会計年度任用職員として雇用する

ことになっておりますので、地域おこし協力隊の人件費についても、こちらに全部含まれてお

ります。以上です。 

○委員（河野 巧） 

 今年度、令和７年度中に結構いろんな協力隊員の募集要項が出ていて、その方々が採用にな

ったのか、それがこの中に組み込まれているのかというのは、もう少しご説明していただきた

いのと、地域プロデューサー等、総務省の予算じゃないかなと思うのですが、そういうのも活

用した部分もこの中に入っているか、あと、各省庁に出向、人事交流で行っている方もこの中

に全部入っているのか、ご説明お願いします。 

◎総務課長（佐世善之） 

 河野委員の質問にお答えいたします。地域プロデューサについても全てこの予算には入って

おります。ただ、各省庁に派遣する職員については、正規職員ということで、１番の給料、２

番の手当、３番の共済費、そこに人件費として計上しております。ただし、国の方につきまし

ては、割愛という制度を使えますので、制度的には一度退職をして行くようになっています。

受け入れる方については、今度うちのほうで採用ということになっていますので、来る方の分

を負担して、行く方については、向こうで負担というようなこと。割愛という退職の制度とい

うことでございます。以上です。 

◎地域力創生課長（藤本健次） 

 河野委員の質問にお答えいたします。地域おこし協力隊は、歳出のほうで３名分を計上して

おります。そのうちの２名が今働いていただいている分でして、１名を枠という形でとってお
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ります。そしてこの７年度に地域おこし協力隊の募集、応募ということで、６件の事業に関し

て応募をかけたのですけれども、今のところまだ採用ということになっておりません。うち２

件ほど手が上がったのですけれども、辞退もあり、一次で採用にならなかったというのを含め

て、今のところゼロ件となっております。以上であります。 

○委員（広田精治） 

 歳入について２点と、歳出について１点、お聞きします。歳入の１１番、財政調整基金の繰

入金のところですけれど、これ、もちろん今の積立ての取崩しということでいいですよね。過

去５年間ずっと見てみたのですけど、３０億円から２９億円、３０億円をずっと続けているん

ですよね。結局、過去５年間で取崩した年度で１番大きい金額が、令和４年の７，５００万円

ですね。今回はその１０倍なのです。そこまで歳出が膨らんで、この取崩しで充当しようと、

取り崩さなければならないなというになった要因、どこに充当するために、７億円の取崩しが

必要になったのか、それを聞きたい。つまり、前年の決算見込みで３０億円ですよね。だから

これによって結果的に２３億円になるのですよね。だから、これまでの５年間で最も多かった

年が７，５００万円。その１０倍の取り崩しになっているのはどうなのかということ。 

◎財務経営課長（吉良 猛） 

 広田委員のご質問にお答えいたします。過去５年で最大が７，５００万円というふうにおっ

しゃられているのですけれども、多分そういったことはないと思います。そこは調べさせてい

ただきますが、７年度も７億円ですし、当初予算での取崩しは毎年、６億、７億円前後で取崩

しをしていると思いますので、７，５００万円ということはないと思います。 

○委員（広田精治） 

 今朝こそ、令和４年度決算書の末尾最終ページのところにあるやつを見て、取崩しと積立て

がありますから、その差額ですよ、年間ですから。間違いありません。 

◎財務経営課長（吉良 猛） 

 広田委員のご質問にお答えいたします。今、決算を見られたということなのですけれども、

当初予算の段階では、どうしても歳入が見込めない部分がございます。 

特に市税でありますとか、交付税、国県の剰余金と見込めない部分がありますので、その部

分を財政調整基金で調整といいますか、させていただいております。 

決算になりますと、市税等が確定いたしますので、結果として取崩しが７，５００万円で済

んだというような結果になっておりますので、当初予算と決算と比較をされております。 

そこには差が出てくるのではなかろうかというふうに考えております。 

○委員（広田精治） 

 そうしますと、来年度１年経過して、決算を迎えたときには、やはり同じような状況になる

という見込みでいいですか。 

◎財務経営課長（吉良 猛） 

 広田委員のご質問にお答えいたします。もちろん先の話ですので、確実なことは申し上げら
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れませんけれども、現時点、８年度の予算の時点でも同じく市税等、見込みができない中で、

最低限の見込みをさせてもらっていますので、その部分が確定したときには、３月補正、また

最終予算で調整をさせていただいて、できる限り、繰入れは少なくするというような形で決算

をしたいというふうに考えております。 

○委員（広田精治） 

 もう１点、歳入で２０番のふるさと納税寄附金です。私の記憶といいますか、皆さんの記憶

もそう思うのですけど、コロナ禍の前、５年６年前は、７億円とか８億円とか、そういう規模

のふるさと納税寄附金の収入だったんですね。 

今、今年度見込み３億５，０００万ですか。その要因、減っていますね、この４、５年見た傾

向と半額くらいまで減ってきている原因を、なんだと捉えられているか知りたいのですが。 

◎秘書・総合政策課長（望月裕三） 

 広田委員のご質問にお答えいたします。ふるさと納税の収入の減少ということでございます

が、直近ここ数年の実績として大体６億円程度ぐらいで推移しているということで、今年度も、

それに近い数字ぐらいになるかなと考えているんですけれども、やはりピーク時から見ると若

干落ちているというのは否めないかなというふうに考えております。ただ、その背景としまし

ては、やはり全国的に見ましても、ふるさと納税に力を入れている自治体が非常に増えてきた

ことが一つの要因になってきているかなというふうに考えております。 

そうしたこともございますし、臼杵市独自の課題としては、例えば、以前は有機野菜等、頻

繁に出せていたところはあるのですけれども、そういうのがなかなかできないような事案も発

生したということで、そういったことが重なり若干は落ちている傾向にあるというところです

が、努力をして維持向上には努めている状況でございます。以上です。 

◎政策監（安東信二） 

 広田委員のふるさと納税の補足でございます。最終的に望月課長が言いました６億近い歳入

になります。毎年、当初予算では３億５，０００万をまず計上します。その状況によりまして、

いつも９月補正１２月補正で最終的に６億という予算に持って行っておりますので、当初はま

ず３億５，０００万を、これは例年どおりの計上額でございます。 

○委員（広田精治） 

 歳出の２１番。長期債償還利子ですけど、前の年やこの前の年に比べると、かなり金額が大

きい。元本の償還に比べれば、特に理由があったのかなと思うので、そこを聞かせてください。 

◎財務経営課長（吉良 猛） 

 広田委員のご質問にお答えいたします。償還利子の上がった理由ということでございますけ

れども、ここに見込みとして、７年度の起債を８年度に入って４月５月に借入れをいたします。

そこの利率が近年上がってきておりますので、昨年より高く見込みをしております。そういっ

たところで、昨年の当初予算と比べて上がっておるという状況でございます。以上であります。 
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○委員（河野 巧） 

 奥田委員の質問に関連するのですけれども、２９番と３０番。秘書総合政策課が担当ですけ

れども、中身を見ると地域力創生課もしくは産業観光課とかいうのも絡んでくるのかなと思っ

たのですけれども、人材に特化したような形として考えたらよろしいでしょうか。ご説明お願

いします。 

◎秘書・総合政策課長（望月裕三） 

 人材育成事業ですが、３０番のやるこしベースについては、人材育成ということを目的とし

たものになっています。２９番の未来を選択する会議については、人口減少、少子化対策に対

する対応の検討というような目的でございます。以上です。 

○委員（河野 巧） 

 新規になるので、なかなかどういうことをするのかなというのが、思い描けないもんですか

ら、質問させてもらったんですけれども、講演会ですので複数回なのか１回なのか、するとな

ると結構な事務量になると思うんですけれども、どちらかに委託されるのか内部で行うのか、

その辺の説明をお願いします。 

◎秘書・総合政策課長（望月裕三） 

 河野委員のご質問にお答えします。未来を選択する会議自体は、講演会を９月に１回実施す

る予定としております。主体は、未来を選択する会議の関連イベントということで市が主体で

実施はするのですけれども、当然その講師等につきましては、未来を選択する会議のほうから、

ご協力をいただいて、人選いただいた方に来ていただく、そういった予定をしております。段

取り等については、未来を選択する会議と協議をしながら市の方で準備を進めていく、そうい

った形を考えております。以上です。 

○委員（河野 巧） 

 あと３０番のほうですけど、臼杵市人材育成事業ということで、年に１、２回行っている人

材会議とはまた違う会議になるんでしょうか。 

◎秘書・総合政策課長（望月裕三） 

 河野委員のご質問にお答えします。現在当市で行われる人材育成会議、こちらのほうは、特

に臼杵高校とか海洋科学高校とかの活躍を後押しするための会議という位置づけが強いですけ

れども、これにつきましては、今回初めて開催をするということで、あくまで若者がそれぞれ

自発的に研修をする場を設ける、そういったイメージでありまして、まったく人材育成会議と

切れるというわけではないのですが、また別の形で実施をするものというふうに捉えていただ

ければありがたいと思います。以上です。 

○委員（河野 巧） 

 違う形で行うというのが分かりました。これも一緒なのですけれども、複数回なのかとか、

こういうのは、人材は長丁場でしないと、１年やったから育つものではないと思っていまして、

一度できると継続事業なのかなと思っていて、その辺の今後の想定を説明していただきたいと
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思います。 

◎秘書・総合政策課長（望月裕三） 

 河野委員のご質問にお答えします。今回、このやるこしべースについては、全体で２か年を

想定した事業のプログラムの組立てを事務局としては案として捉えてております。 

２か年で全体８回の会議を実施するということで、１回に当たり、２、３時間程度のワーク

ショップ等を開催していただく、そういうものをイメージしております。 

ワークショップで、地域の様々な課題等について協議をいただく、また、街歩きをしていた

だくとか、当然先ほどもお答えしたのですが、メンバーによってテーマ等は変わってくるとい

うふうに思いますが、それに合う講師等を依頼し、勉強会を行う、そういった部分も含めて全

体で８回ぐらいの会議を実施する。そして最終的な第８回には、それに対する成果発表をして

いただくことで、市政または民間企業も含めてこういった提案ができる、そういった研修会に

できればというふうに考えております。以上です。 

○委員（河野 巧） 

 続いて、歳出１７ページ、歳出の２３番、臼杵市公式ホームページリニューアル事業ですけ

れども、目玉となるというか、この辺がこれまでと違うというのがあればお知らせください。 

○委員長（匹田 郁） 

 河野委員。一問一答まだ続きますか。 

○委員（河野 巧） 

はい。 

○委員長（匹田 郁） 

ここで１０分間休憩いたします。 

 

午前１１時１０分 休憩 

 

午前１１時１９分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

◎秘書・総合政策課長（望月裕三） 

河野委員の質問にお答えします。ホームページのリニューアルの目玉ということであります

が、今回は大きい中には、１つはホームページのサーバーの更新、これは耐用年数が来て５年

経過して更新するという部分と、トップページを更新するというのがあります。これは現在、

ホームページの階層が複雑化したりして、非常に検索がしづらいとか、見づらいという意見が

出ておりますので、情報を整理し改めていきたい、そういうふうに考えております。以上です。 
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○委員（河野 巧） 

 続いて、２６番、大学生等生活応援事業ということで、小包を送っていただけるという事業

なのでしょう。実際、大学生等ということなので専門学校くらいまで含んだのかなと思うので

すが、何名ほど想定されてるかというのと、住民票を臼杵に置いている人と置いてない人もあ

ると思うし、選択する基準がどうしていくのか分からないので教えてもらいたいのと、結果、

事務量が相当数になるのではないかという心配があって、５４４万のうち事務費が幾らぐらい

あるのか、実際その送る費用が全部含んで５，０００円の２回なら１万円なので５４４人分な

のかとか、その辺の説明をお願いします。 

◎秘書・総合政策課長（望月裕三） 

 河野委員の質問にお答えします。臼杵市大学生等生活応援事業でありますが、今回新規の事

業でございます。概要につきましては、１箱５，０００円の費用で計算させていただいている

のですが、まず対象の人数、市内高校を卒業した大学生については、新１年生から４年生まで

大体５００名程度の想定をしております。また市外の高校を卒業した臼杵の出身者については、

現在のところ４４名程度ということを想定して試算をしていますが、１箱あたり５，０００円

の費用にかけて、また、年２回実施をすることとしておりまして、この１箱の中に、要は事業

者にお願いをする送料や事務経費等を入れているということで、実際には、それらを差し引い

た費用が実際の贈物の単価になろうかと、３，０００円くらいかなというところで試算をして

いるところです。当然臼杵のものを送るということで、地物のセットを作ることができる市内

事業者にお願いができればということで現在計画をしているところであります。以上です 

○委員（河野 巧） 

 担当課とすれば、なんとか市外に流出した方を呼び戻したいという思いは十分分かるのです

が、実際、既に働いている方もいらっしゃって、大学生等にこういったものを送る必要性を見

ても、予算的に考えるところがあるのですけれども、実際５，０００円かかるのですけれども、

内容的には３，０００円分ぐらいの商品が行くような形で２，０００円が事務費として計上さ

れるだろうという予算立てというのは今の説明で分かりました。住民票については、特には問

題ないということでよかったでしょうか。 

◎秘書・総合政策課長（望月裕三） 

 河野委員の質問にお答えします。住民票に関しましては、特に市外の方でも市内の高校を卒

業した方等、縁がある方であれば対象にしているというものであります。また、先ほどお答え

が漏れていたのですが、専門学校の学生さん、そういう方も含んでいるということで、事業の

組立を考えております。以上です。 

○委員長（匹田 郁） 

ほかにございませんか。 

○委員（匹田久美子） 

 歳出の１６番の電算システム使用料についてです。右の説明のところに詳しく書いてくださ
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っているので、中身は分かりやすいのですけど、真ん中からちょっと下のところに、ＡＩ利用

料１１２万２，０００円が載っていますけど、具体的にどのような活用しているのか教えてく

ださい。 

◎総務課参事兼ＤＸ推進室長（江川 徹） 

 匹田久美子委員の質問にお答えします。ＡＩの活用は、今現在は、会議録の要約とか、新し

い文書を送るときにそれぞれの方に合わせた文書にしようということと、会議資料の添削など

に使っております。以上でございます。 

○委員長（匹田 郁） 

ほかにございませんか。 

○委員（広田精治） 

 もう１点だけお願いします。歳出ナンバー４５番です。防災対策事業として、２，２００万

円余りありますけれども、ここに備蓄品とか消耗品と並んで原材料１００万円があって、その

内容が生コンと手すりになっているから、気がついたのですけれども、同じ市道の改修とか補

償工事とかありますけれども、そういう予算と区別して防災対策事業費としてするというのは、

つまり手すりをつけたりガードレールをつけたり、つまり落ちて人命に影響が出るだろうとい

うふうなものをこの予算に入れていくことなのですか。 

◎防災危機管理課長（目原康弘） 

 広田委員の質問にお答えします。この原材料の支給といいますのが、まず避難路の整備とい

うことで、原材料としての生コンとか手すりの設置、そういったものに使うような費用となっ

ております。 

○委員（広田精治） 

 そうしますと単純に手すりをつけるとかガードレールをつけるとか、人が落ちないようにと

かだけではなくて、こういうふうな振り分けをする。その振り分けの基準は、何なのか、どう

いうことか教えてほしいです。いろいろ相談があるのですよね。人が落ちそうになっていると

かいう話も結構あちこちであるのです。 

もちろん建設課のほうで白と赤のくいを打って、ここはちゃんとしないといかんとしている

ところもありますけれども、そうされてないところもあって、住民からの要求が大きいから、

そこのところにはどんなふうにして対応しているのか、そこを知りたいです。 

◎防災危機管理課長（目原康弘） 

 広田委員のご質問にお答えします。この避難路といいますのが、地区で避難場所に行くため

の避難路として指定している箇所です。そういったところを整備するための原材料費というふ

うに位置づけております。 

○委員長（匹田 郁） 

ほかにございませんか。 
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○委員（河野 巧） 

 もう１件、１８ページの３７番、地域力創生課所管の保育園留学運営業務委託料ということ

で、市外から臼杵市に興味を持ってもらっている方が来た時に保育園に払う委託料だと思うの

ですけれども、そもそも今、保育園、こども園のほうは無料で臼杵市民は預けることができる

と思うのですけれども、そういった無料ではない、今まで固定費としてかかった部分もこの事

業に組み込まれるでしょうか。 

◎地域力創生課長（藤本健次） 

 河野委員のご質問にお答えいたします。おっしゃるとおり、市の一時預かりの制度を利用し

ておりますので、市内の方については無料ですけれども、対象としているのは市外県外の方で

すので、経費は有料ということです。 

○委員（河野 巧） 

 ですので、預ける人は負担が幾らかかってくるっていう計算でよかったでしょうか、お願い

します。 

◎地域力創生課長（藤本健次） 

 休憩お願いします。 

○委員長（匹田 郁） 

 休憩いたします。 

 

午前１１時２９分 休憩 

 

午前１１時３０分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

◎地域力創生課長（藤本健次） 

 河野委員のご質問にお答えいたします。利用料は、この一時預かり事業については、未就園

児が対象で、１，６００円から２，０００円という事業費がかかるようにしております。それ

が保護者の負担になろうかと思います。以上です。 

○委員（河野 巧） 

 私、実際この中に全部含まれているものだと思って、利用する方は無料で利用できるのかな

と思ったものですから、一応預けるにあたっては、市内の人が負担しているのであろう金額に

ついては、滞在する方の保護者にも負担してもらうという理解でよろしいということでよかっ

たでしょうか。もう一度だけお願いします。 

◎地域力創生課長（藤本健次） 

 河野委員のご質問にお答えいたします。おっしゃられるとおりです。この事業費とは別で保
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護者負担があります。 

○委員長（匹田 郁） 

ほかにございませんか。 

 （ 「なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で総務企画関係の議案質疑を終わります。 

ご苦労さまでした。暫時休憩いたします。 

 

午前１１時３１分 休憩 

 

午前１１時３３分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

次に、市民関係の議案について審査を行います。執行部の説明を求めます。 

◎政策監（柴田 監） 

市民関係の４課が所管する令和８年度当初予算の説明に入らせていただきます。 

説明については、市民課から順番に、主要事業、それから新規事業を中心に絞って着座にて

説明させていただきます。 

◎市民課長（齋藤正雄） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

◎税務課長（尾本 浩） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

◎環境課長（麻生幸誠） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

◎部落差別解消推進・人権啓発課長（寺本政浩） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑は挙手をもってお願いいたします。 

○委員（河野 巧） 

 ２１ページ、歳出ナンバー１、市民課のマイナンバーコールセンター設置実証実験というこ

となのですけれども、設置実証実験なので単年度で終わるのかというのと、もう外部に委託す

る予定で、国のほうもそういう基準でやられているのかという説明をお願いします。 
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◎市民課長（齋藤正雄） 

 河野委員のご質問にお答えいたします。この分についてなんですけれども、基本的に電話の

お問合せがお客さんから結構ありまして、職員がそのために作業の中断とか、そういったもの

が多くございます。この部分について、外部の業者に一括してコールを受けてもらうような形

ができれば、職員が集中して事務とあと窓口の接客、そちらのほうを対応できるというふうに

予定をしております。 

実際は初めての事業でもございますので、来年度の状況を見て検討させていただきながら、

今後、翌年のことも考えていきたいと思っております。以上です。 

○委員（河野 巧） 

 よその自治体も多分苦労されることなので、こういった制度が国からおりてきているのかな

と思うんですけれども、そうなると、もう固定したところ、要はもう、いろいろこういうコー

ルセンターというと、国がここにお願いしますとか、そういうのが既に決まっているのか、入

札的なもので決めていくのか、その辺お願いします。 

◎市民課長（齋藤正雄） 

 河野委員のご質問にお答えいたします。今回のコールセンターの実証実験についてですけれ

ども、これは、国がそういう積極的なメニューで提示をしているとかそういうものではござい

ません。各自治体が、これから毎年そういう申請者が増加していく中で、どういうふうに職員

の負担を減らそう、それから窓口のお客様の滞在時間をどういうふうに短くできるかというこ

とを検討しながら、各自治体独自に頭を悩ませている状況でございます。以上です。 

○委員長（匹田 郁） 

 よろしいですか。 

○委員（河野 巧） 

 マイナンバーコールセンターで特殊な詳しい人が受付をされるのではないかなと思うのです

けれども、電話交換とかも外注なので、何かそういうコールセンターみたいなものが一括して

頼めると料金的に安くなるのか、そういうのが庁内で検討されたかどうかなと思いまして。要

するに今電話業務を外注してると思いますので、そういったものをトータルで一緒に検討され

てはなかったのかなと思います。 

◎政策監（安東信二） 

 河野委員のご質問にお答えいたします。市役所の全ての業務をコールセンターに一括で頼め

れば、という検討されているかというご質問かと思いますけれども、全ての業務、職員の負担

を減らすために一括したトータルなコールセンターを設置するという検討は行っておりません。

以上です。 

○委員（広田精治） 

 ２点だけお願いします。まず歳入の２、３、４、それぞれ調定額に乗じた徴収率を教えてい

ただきたいのが１点。まずそこからお願いします。 
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◎税務課長（尾本 浩） 

 広田委員のご質問にお答えをしたいと思いますが、この徴収率の質問ですが、何年度の徴収

率をお答えすればよろしいでしょうか。 

○委員（広田精治） 

 今度の予算の計上に当たって乗じた率を。 

◎税務課長（尾本 浩） 

 広田委員のご質問にお答えいたします。当初予算の要求に当たり使った徴収率でございます

が、市民税の所得割が９９．１０。市民税の所得、均等割が同じく９９．１０。市民税法人税

割が徴収率９９．５８でございます。以上です。 

○委員（広田精治） 

 もう１点だけですけど、部落差別解消推進・人権啓発課の関係で、ここに主な施策として載

ってないやつを聞きますけど、１つは、解放新聞、あるいは、部落解放の購入費は幾ら見積も

って計算されていますか、来年度予算。 

◎部落差別解消推進・人権啓発課長（寺本政浩） 

 広田委員の質問にお答えします。雑誌部落解放につきましては、研修資料として、６３万４，

０００円を計上しております。新聞のほうについては計上しておりません。 

○委員（広田精治） 

 もう１点、同和団体が実行委員会に名を連ねている研修会、年間かなりの数があります。研

修会だけじゃなくて、講座とか勉強会みたいなのもあれば、それについての参加費と旅費、今

年度幾ら見積もっているか、今分かればお願いします。分からなければ後で。 

◎部落差別解消推進・人権啓発課長（寺本政浩） 

 広田委員のご質問にお答えします。運動団体という認識でよろしいでしょうか。運動団体に

関する研修等につきましては、実行委員会等に名前が計上しているものにつきましては６つご

ざいます。それぞれにつきましては、後ほど回答させていただきます。 

○委員長（匹田 郁） 

 ほかにございませんか。 

 （ 「なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で、市民関係の議案質疑を終わります。 

ご苦労さまでした。これより休憩に入ります。 

再開は１３時とします。 

 

午前１１時５９分 休憩 

 

午後０時５７分 再開 
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○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

 先ほどの広田委員の質問に対し、部落差別解消推進・人権啓発課の寺本課長より答弁があり

ます。 

◎部落差別解消推進・人権啓発課長（寺本政浩） 

 先ほど広田委員よりご質問がありました旅費と負担金につきましては、旅費が７２４，１４

０円、負担金は１９３，５００円でございます。以上です。 

○委員長（匹田 郁） 

次に、福祉保健関係の議案について審査を行います。執行部の説明を求めます。 

◎政策監（柴田 監） 

福祉保健関係の４課が所管する令和８年度当初予算の説明に入らせていただきます。 

項目が多いので主要事業、新規事業に絞って歳出を中心に説明をさせていただきます。 

◎保険健康課長（川辺みさご） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

◎高齢者支援課長（安藤隆文） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

◎子ども子育て課長（竹尾幸三） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

◎福祉課長（大戸敏雄） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑は挙手をもってお願いいたします。 

○委員（河野 巧） 

２９ページ、４７番、臼杵社会福祉協議会の補助金ですけれども、市からの委託業務も増え

ているのではないかなと思っているのですけれども、人数的には、上限採用の方というのは、

前回と比べて予算額に幅はあったのですかね。増えているとか、職員の数が増えたとか減った

とかいうのは、そのへんをお願いします。 

◎福祉課長（大戸敏雄） 

 河野委員の質問にお答えいたします。社協の職員さんの退職入職等はございますが、ほぼ同

じ人数で推移しております。以上です。 

○委員長（匹田 郁） 

ほかにございませんか。 

○委員（河野 巧） 

続いて５１番、就労継続支援の給付費ですけれども、現在何名ぐらいがご利用されているの
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でしょうか。施設が１事業所ですか、幾つかあるのか、その辺もお願いします。 

◎福祉課長（大戸敏雄） 

 休憩お願いします。 

○委員長（匹田 郁） 

 休憩いたします。  

 

午後１時２４分 休憩 

 

午後１時２４分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

 再開いたします。 

◎福祉課長（大戸敏雄） 

河野委員の質問にお答えいたします。人数につきましては新年度につきましては２１４名を

予定しております。施設につきましては大変申し訳ありません。市内市外、多くの事業所等の

給付がございますので、今、手持ちがございませんので、後でまた説明をさせていただきます。 

○委員長（匹田 郁） 

ほかにございませんか。 

（ 「なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で福祉保健関係の議案質疑を終わります。 

ご苦労さまでした。暫時休憩いたします。 

 

午後１時２５分 休憩 

 

午後１時２６分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

次に、インフラ関係の議案について審査を行います。執行部の説明を求めます。 

◎都市デザイン課長（広瀬 隆） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

◎建設課長（小坂郡師） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 
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◎水道事業所長併上下水道課長（村上 和） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で、説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑は挙手をもってお願いいたします。 

○委員（河野 巧） 

３２ページ、歳出ナンバー６番、臼杵駅前舗装補修工事費、４７５万円で、前回説明のあっ

たガタガタになっているところを、アスファルトをやりかえるっていうものですけれども、臼

杵市のみですか。ＪＲさんの負担もあったのですか、お願いします。 

◎都市デザイン課長（広瀬 隆） 

 河野委員のご質問にお答えいたします。今回の舗装の修繕については、臼杵市での負担とい

うことで行います。 

○委員（河野 巧） 

あそこ、ご存じの方多いと思うのですが、ＪＲさんの土地の部分じゃないかなと思いまして、

それを市が予算かけてしないといけないというのは、交渉でそうなったのですか。それとも、

多分固定費として税制上の優遇も受けているのではないかなと思いますので、その辺の話合い

はどうなってますでしょうかお願いします。 

◎都市デザイン課長（広瀬 隆） 

 河野委員のご質問にお答えいたします。ロータリー部分の造成工事については、昭和５９年

に実施をされていると把握をしております。駅前広場ですね。そのときに協定を締結しており

まして、造成工事の費用は臼杵市負担ということと、保守工事と維持工事について、原則臼杵

市負担という締結がされております。これに基づいて、今回、安全に通行できる整備を行うと

いうものであります。 

○委員（河野 巧） 

  担当外かもしれないですけど、その税制的なのは免税になっていたのですかね、土地的には。 

○委員長（匹田 郁） 

 休憩いたします。 

 

午後１時５５分 休憩 

 

午後１時５５分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 
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◎都市デザイン課長（広瀬 隆） 

 河野委員のご質問ですけれども、ロータリー部の用地ということ。土地の部分と思いますけ

れども、今ここで把握しておりませんので、確認をさせていただきたいと思います。 

○委員長（匹田 郁） 

後ほど回答するということでよろしいですか。ほかにございませんか。 

○委員（河野 巧） 

 同じく７番、八町大路の復興支援事業ということで、ポケットパーク整備だったか共存ゾー

ンだったか覚えてないのですけど、用地の購入を予算内に含んでいるという話だったのですけ

れども、規模的にはこの比率、金額のどれぐらいが用地購入費に充てられますでしょうかお願

いします。 

◎都市デザイン課長（広瀬 隆） 

河野委員のご質問にお答えいたします。まず、用地を購入予定している部分といたしまして

は、ポケットパークの整備を予定しているところについて、まず約１００平米ほどの用地、金

額で５５０万円です。 

それから、商住共存ゾーン、店舗等の出店等を期待する地域でありますけれども、ここにつ

いての用地費分は、４，４５０万円を計上しております。 

○委員（河野 巧） 

 こちらは、ポケットパークのほうは１００平米ぐらいということで、ゾーンのほうは何平米

ぐらいかお願いします。 

◎都市デザイン課長（広瀬 隆） 

 失礼いたしました。河野委員のご質問にお答えいたします。商住共存ゾーンの面積といたし

ましては約８１０平方メートルです。 

○委員（奥田富美子） 

 同じところですけど、ポケットパークのところと、そもそもご自宅や店舗をその前の場所に

建てられる方を除くと、先ほど土地全部購入したら空いているとこはないのですかね。全部買

ったらいいのではないかと思うのですけど、どれだけ整備されるようになるのでしょうか。 

◎都市デザイン課長（広瀬 隆） 

 奥田委員のご質問にお答えいたします。購入を予定しておるところにつきましては、再建の

めどと土地利用の見込みというのがないというところの用地について、検討しております。 

今、明確に再建の整備を進めているという方につきましては、約５４０平方メートルの土地

については、もう再築を予定している方がおります。以上であります。 

○委員（奥田富美子） 

 以上の説明で、その中で残る場所はないのですよね、とお伺いしたいです。 

すっきり建てられる方と空いているところは市が対応するということで良いでしょうか。 
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◎都市デザイン課長（広瀬 隆） 

 奥田委員のご質問にお答えいたします。今申し上げたところが予定されているところであり

まして、再建予定と購入を予定しているところ以外は空いているところはない計画で予定をし

ております。 

○委員（川辺 隆） 

今の説明を聞いてよく分かるのですけど、購入して整備をする時に、行政としてはこの区画

整理もしくは区画の割合を調整して、購入しているのか現況のまま今の計画をしているのかだ

け教えてください。 

◎都市デザイン課長（広瀬 隆） 

 川辺委員のご質問お答えします。土地の購入については、基本的には更地の購入を想定して

おります。この土地利用については、商住共存ゾーンということで、詳細な事業計画について

今ワーキンググループを設置して検討して、民間の活用であるとか、官民連携できる活用はあ

るか、まだ明確に、今後決定をしますけれども、まずその状況も確認をしながら、土地として

は公有化をして、計画が決まって、いろいろな事業を実施する際にスピード感を持って実施が

できるようにということでの目的であります。それと区画整理をするかどうか、基本的には区

画整理は想定をしておりませんが、事業計画を検討する中で土地の再編等が必要な部分につい

ては、再編もできるような可能性もありますので、そういう意味で公有化するのでありますけ

れども、まだ今のところ、区画整理をするというところまでは、検討はされておりません。以

上です。 

○委員（川辺 隆） 

これだけの公費を使って、注目されている事業を行おうとしていて、ポケットパークもそう

ですし、商住共存ゾーンもそうなのですけど、行政主導で行うのであれば、そもそも論、整理

をした後に行わないと、委員が質問していることは、そういうことじゃあないですか。 

歯抜けのゾーンでやるのか、きっちり分けてからやりますよ、というのだったら、出来上が

ったものが違うので、そのところは都市デザイン課のほうでしっかり検討されて、この地区の

開発に携わるようにお願いして質問を終わります。 

○委員長（匹田 郁） 

 川辺委員、要望でいいですか。 

○委員（川辺 隆） 

 要望ではありません。質問した後に、こういうふうに計画がないとおっしゃったので、それ

は悪いけど、今の委員の質問からしたときには成り立ちません。 

多分お分かりですよね、言っていること。計画の問題です。 

○委員長（匹田 郁） 

 休憩いたします。 
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午後２時０３分 休憩 

 

午後２時０４分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします 

◎都市デザイン課長（広瀬 隆） 

川辺委員のご質問の件について、まず区画を整備する計画ですが、まず再建を予定されてい

る方が、土地を使う際の真ん中のほうにいらっしゃったということもありまして、全体で区画

整理をするような事業というのはなかなか見込みが立ちませんでした。そういった中で、スピ

ード感を持って復興につなげるということで、更地のままでありますと、利用の見込み、また

再建の予定もないままで、低未利用地のままになってしまいますので、具体的な計画につきま

しては、今このワーキンググループで事業進出の可能性であるとか、いろいろな利用方法を検

討しております。その検討を進めるのと並行して、用地の確保もあわせて検討していくことで、

事業が検討されて計画をつくった後のスピード感を持った実施ということで即座に実施をして

まいりたいという目的で、用地の確保も並行をして実施をしていくというところで計上をして

おります。 

○委員長（匹田 郁） 

ほかにございませんか。 

○委員（芝田英範） 

 ３３ページ、歳出２０番、建設課。熊迫線の改良ですけど、多分１０年ぶりに取りかかると

思うのですけれど、今虫食い状態になっているが、用地購入費が上がっているけど、どこから

行くんですか。上のところから行くのか、防火用水の先を行くのかお答えください。 

◎建設課長（小坂郡師） 

 芝田委員の質問にお答えします。来年度施行を予定しているところは、田野小学校のところ

から真っすぐ行って突き当たって左に曲がるとこあります。左に曲がってすぐ、右側に熊迫公

民館がある、ちょうど角のところです。以前、まだ用地が買えてなかったところ、そこから、

来年度着手する予定にしております。以上であります。 

○委員（芝田英範） 

 はい分かりました。あそこですね。 

それともう１件、赤嶺線はもう８年度でつながるのかな。 

◎建設課長（小坂郡師） 

 芝田委員の質問にお答えします。赤嶺線ですけど、集落があるところについて今工事を行っ

ております。山を切る分が土砂の搬出が多いのと、道路改良した分と現道とのすりつけの舗装

も残りますので、もう少しあと４、５年ぐらいで全線終わるような感じになっております。以
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上であります。 

○委員（芝田英範） 

 スピード感を持ってよろしくお願いいたします。 

○委員（河野 巧） 

同じく３３ページの１５番、地籍調査の部分ですけれども、なかなか毎年大変だと思うので

すけれども、令和８年度の予算で進捗状況はどれぐらいなりますでしょうか、お願いします。 

◎建設課長（小坂郡師） 

 河野委員の質問にお答えします。地籍調査ですが、旧野津町のほうが先行していまして、旧

野津町のほうで全体の約２０％、旧臼杵のほうにつきましては１０％、臼杵市全体としては１

５％ぐらいの進捗率です。以上であります。 

○委員（河野 巧） 

なかなか臼杵地域の方が後からということで、遅いので、できたら臼杵のほうが多く予算組

まれるかなあと思ったのですけど、やっぱり野津地域のほうが、予算が結構かかるような広い

イメージで予算を取られたのでしょうか。お願いします。 

◎建設課長（小坂郡師） 

 河野委員の質問にお答えします。予算につきましては、それぞれ大字区域ごとに調査を行っ

ております。約３年で１地区の成果として上がってきますので、それがまだ３年の最終とかで

はないので、野津地区、臼杵地区で野津が多くなったとか、臼杵が多くなったとかではなくて、

それぞれの工程の中で予算をとっております。以上であります。 

○委員（梅田德男） 

１６番の漁港施設補修工事の中で、下ノ江港の管理用地の舗装を行う予定があるという説明

がありました。１年で全部終わってしまいますか。 

◎建設課長（小坂郡師） 

 梅田委員の質問にお答えします。下ノ江港管理用地の舗装の予定ですけど、今のところは３

か年で予定しております。以上であります。 

○委員長（匹田 郁） 

 ほかにございませんか 

（ 「なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で、インフラ関係の議案質疑を終わります。 

ご苦労さまでした。ここで１０分間休憩いたします。 

 

午後２時１０分 休憩 

 

午後２時１８分 再開 
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○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

次に移る前に、先ほど河野委員からの質問に対し大戸課長の答弁を求めます。 

◎福祉課長（大戸敏雄） 

 先ほどの河野委員の質問にお答えいたします。就労継続支援Ｂ型事業所の数ということでご

ざいます。市内の事業所数で５事業所、市外の事業所で５４事業所に対して報酬をお支払いし

ているというところでございます。以上です。 

○委員長（匹田 郁） 

次に、産業関係の議案について審査を行います。執行部の説明を求めます。 

◎政策監（姫野敬一） 

令和８年度一般会計当初予算の産業部門関係につきまして、各担当課よりご説明申し上げま

すよろしくお願いします。 

◎産業観光課長（山木哲男） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

◎政策監（姫野敬一） 

 （ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で、説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑は挙手をもってお願いいたします。 

○委員（奥田富美子） 

 ２つお願いします。最初は歳出２６です。観光振興事業委託料のところですが、説明のとこ

ろに観光ガイドの育成というふうにあるのですが、今まで町並みガイドは聞いたことあるので

すが、観光ガイドというのがあったかなと思って、どこの観光ガイドができるように育成する

のか教えてください。その育成も、どこかに委託するという読み取りでよろしいでしょうか、

お願いします。 

◎産業観光課長（山木哲男） 

 奥田委員のご質問にお答えいたします。観光ガイドにつきましては、臼杵祈りの回廊のガイ

ドさん、今観光協会で育成しまして、そちらのほうをよりスキルアップするような形の経費で

計上をさせていただいております。 

そのほかにも祈りの回廊のほか、新たなガイドの育成についても、その可能性についても探

っていきたいと考えております。こちらの育成につきましては、委託先として臼杵市観光協会

を想定しております。 

○委員（奥田富美子） 

もう１件、歳出２８ですが、観光客の誘致促進事業のところですけど、この観光ツアー誘致

商談会への参加に係る委託料ということで、本来なら観光課職員が行かれると１番いいのでし
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ょうけれど、それに行かないので、どこかの団体に委託するということでしょうか。これも観

光協会ですかという質問です。 

◎産業観光課長（山木哲男） 

 奥田委員のご質問にお答えいたします。こちらの観光客の誘致促進事業については、内容的

には、例えば関西、関東、福岡方面、また、ツーリズム大分が行う商談会等に行くような形を

想定しております。ＵＳＵＫＩベニューやユネスコ創造都市のいろんな事業項目、商品が出来

てきておりますので、そちらを観光協会のほうに委託することを想定しております。以上です。 

○委員（川辺 隆） 

 これ１点だけ教えていただきたいのですけど、歳出ナンバーの４７とか４９に当たるのです

けど、臼杵市の農業５品目、ピーマン、カンショ、イチゴ、ニラ、ネギとか推奨品目等に、臼

杵市を代表するカボスが入ってないのですけれども、これはなぜカボスが入らないのですか。 

◎農林振興課課長代理（芦刈正文） 

 川辺委員のご質問にお答えします。まず、この４７、４９の事業に関しては、カボスについ

ては、次代をつなぐの中にはカボスは実は入っております。次代をつなぐ中には、既に臼杵乙

見地区で企業されている法人さんが、今年補助事業を使いまして乗用機を購入する予定になっ

ています。ただ、こちらのスペースの関係でそれが載ってないというだけでありますので、こ

れらの推進品目の中にカボスも一応入っているのは行っております。 

カボスは、主要５品目の中には入っていないのですが、臼杵市の農業基本計画、その中にお

きましては、カボスは臼杵市が推奨する品目としては取り扱っておりますので、補助事業の対

象にもなります。 

○委員（川辺 隆） 

 僕もそういうふうに聞いています。ただ、必ずと言っていいほど農業５品目とかから外れて

くるのですけれども、業界そのものからは、今カボスの生産者が高齢化を迎えて、次の若い世

代の方々がこの臼杵市でもカボスの生産に取り組んで新規参入されている方がおります。 

そういう方面から見たときに、この農業５品目の中で正式にカボスを入れてくれという声が

実際あるのではないのですか。 

◎農林振興課課長代理（芦刈正文） 

 川辺委員の質問にお答えします。実際カボスのほうは、臼杵市農業振興会議というのが農業

振興のほうでありまして、今年２月にその会議を開いたのですが、その中でカボス等も臼杵の

推進品目として扱えないだろうかということで、今話が出ております。 

また、カボスを入れるとなりましたら、農協の部会とか生産者とか、あとカボスになると、

大分県カボス振興協議会等の関係もありますので、基本的には前向きに話をしていきたいと思

うのですけれども、まだ実際のこの５品目を例えば６品目という形になることに関しては、慎

重に協議を進めていきたいと考えております。以上です。 
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○委員（梅田德男） 

 漁業振興についてです。余り聞きたくはないのですけれども、何点か質問させてください。 

出荷奨励金はこのままの流れでいくと、何月ぐらいから適用になるのですか。 

◎産業観光課長（山木哲男） 

 梅田委員のご質問にお答えします。出荷奨励金については、４月１日から１２月３１日まで

を期間として想定しております。その期間に卸売店で出荷されたところが対象とするように事

業のほうを計画しております。 

○委員（梅田德男） 

今のこの３月末の決定で、４月１日からの適用が可能だという準備を進めておられるという

ことですね。 

◎産業観光課長（山木哲男） 

 梅田委員のご質問にお答えします。言われるとおり準備のほうを今進めさせていただいてお

ります。 

○委員（梅田德男） 

であれば、４月から適用を始めて、この効果が出るだろうという予測は、いつ頃を予測され

ているのですか。 

◎産業観光課長（山木哲男） 

 梅田委員のご質問にお答えいたします。今こちらのほうの事業を計画する中で、臼杵漁協さ

んに情報をいただいて、昨年度ベースプラスアルファの予算を計上しております。ですので、

実際に今年のものと来年令和８年度のもの、こちらのほうの実際の売上高、臼杵魚市場の競り

市に卸した金額というのは、数字として現れますので、その比較ができるものと考えておりま

す。それで実際にこの出荷奨励金の事業効果がはかれると考えております。 

○委員（梅田德男） 

効果として反映する内容については分かるのですけど、目的も分かるのですが、いつ頃から

効果が出そうだという予測をされているのですかね。 

◎産業観光課長（山木哲男） 

 梅田委員のご質問にお答えいたします。一般質問のときもお答えしたのですけど、今回の事

業は新規事業で我々も事業効果がまだはっきり言えないような状況でございます。 

ただ、こちらを進める上で、漁協のほうにご説明をいただきまして、当然漁業者の方々、ま

た、実際に卸売に来られる方とか、多くの方にこちらの事業を知っていただいて、その上で臼

杵の魚市場に卸していただけるよう、ＰＲ活動を行って、実際、臼杵の魚市場の卸す量を増加

させたいと考えているところでございます。以上です。 

○委員（梅田德男） 

山木課長のおっしゃられることだから、恐らく計画的にいろんなことを考えながら、こんな

ことをやれば、これぐらいから効果が出始めるだろうということも考えつつ、事業を進めてい
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るのだろうと思いながら、今質問をさせていただきました。新しい事業ですので、効果が出る

か出ないかも含めて様子を見ないといけない部分もあるのですけれども、やっぱり事業として

始めた以上は、しっかり効果を得られるようにご努力をいただきたいと思うのですが、それと

もう一つ。放流事業をされるということで予算が計上されていますけれども、去年の３月定例

会ですか、漁業振興の全体の話を聞く中で、放流事業については、追跡調査を行っていないと

いうふうに伺いました。今回、今年度来年度は追跡事業をやるのだということを伺ったのです

けれども、追跡をされていない中で、放流魚種はどういうふうな検討で決定をしたのですか。 

◎産業観光課参事監（安東昌文） 

 梅田委員のご質問にお答えいたします。一般質問の中で少し触れさせていただいたのですけ

ど、放流事業はこれまで長年継続して取り組んでおりました。そういった中で業者の方からな

かなか効果が見えてないというご意見もいただきまして、昨年、漁協のほうとその辺について

協議を重ねてまいりまして、まず、昨年行ったのがクルマエビの放流のときに、クルマエビの

尻尾の一部をカットして放流しました。そのカットしたものが漁獲したときに分かりますので、

目印として。それで、漁業者の方が、そういったのを漁獲したときに漁協のほうにこのぐらい

取れました。また、周辺の津久見とか佐賀関の漁協にも同じような通知をして、そういったの

が取れたときに、どのくらい取れましたかということで、初めての取組なんですけど、今回そ

ういった効果を初めて検証するようになっております。今年度そういった数字を集約できてま

いりますので、その結果を改めて、市と漁協それから漁業振興コンサルタント、そういった方

と中身を共有しまして、どのくらい実際の効果が上がっているか、上がっていなければ、さら

に放流時期が良いのかとか保留場所がどうなのかとか、そういった対策を引き続き協議してま

いりたいと思っております。 

○委員（梅田德男） 

 はい、ありがとうございます。放流というのは本当に大切なことなので、しっかり、どうい

う形で成長していくかということの確認も含めて対応をお願いしたいと思います。 

もう１点、５番の漁業担い手育成交付金という項目で、１人に対して何年間の補助をすると

いうことだったですか。 

◎産業観光課長（山木哲男） 

 梅田委員のご質問にお答えいたします。漁業担い手育成交付金につきましては、事業として

三本柱がありまして、定住支援事業、就業奨励金、定着支援事業でございます。 

今、１番目の定住支援事業につきましては２年間、定着支援事業についてはこちらも２年間、

就業奨励金については１回というような形で、それが１年間で１７４万円というような予算計

上でございます。 

○委員（梅田德男） 

 ２年ですよね。いや、先ほどの農業政策の中で、同じような内容で５年支給をするのだとい

う話があったような記憶はあるのですが、中身は全く違うのですか。 
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○委員長（匹田 郁） 

 休憩いたします。 

 

午後２時５９分 休憩 

 

午後２時５９分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

◎政策監（姫野敬一） 

 梅田委員の質問にお答えいたします。歳出ナンバー４５の青年就農給付金事業につきまして

は、認定新規就農者が対象となりますが、内容が経営の確立と安定化を目的に、就農から最長

５年するというもので、新たにするものではないので、その辺が漁業とは違ってくるという形

になる感じになります。 

○委員（梅田德男） 

要するに漁業者なり農業者の生活支援というところでの違いは、事業の安定化なり就労、漁

業なんか特に慣れていただく、事業としてやることをしっかり自分で身に着けていただく、そ

ういうところが根本的なところも違うということなのですか、２年と５年というのは。 

○委員長（匹田 郁） 

 休憩いたします。 

午後３時００分 休憩 

 

午後３時０１分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

◎産業観光課長（山木哲男） 

 梅田委員のご質問にお答えします。まず、漁業の担い手育成交付金につきましては、就業段

階の初期段階から、まず円滑に行っていただくために、今回２年間というふうな形にさせてい

ただいております。この事業につきましては、県内の市町村では単独にこのような給付金事業

等を設けているというのは、本市だけと認識しております。他市は県の事業に基づいて、加算

されるところもありますけれども、このような事業を設けるのは、うちだけと。 

これを作るにあたっては、他市、ほかの県の事業を参考にさせていただきながら、２年間と

し、事業をさせていただいているとこでございます。以上でございます。 
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○委員（梅田德男） 

２年と５年のこの差がよく分からない部分がある。いわゆる生活をしっかり支える部分とし

ての助成であれば、そういう違いがあっていいのかな、というふうに思ったところです。 

最後にもう１点、今年度の予算で、若手の漁業者に対して、漁具の補助なんかやりましたで

すね。今回、来年度予算にはそれはもう計上してはないのですね。 

◎産業観光課長（山木哲男） 

 梅田委員のご質問にお答えいたします。漁具の支援につきましては、今年度は計上させてい

ただいておりません。こちらのほうは７年度の６月補正で、漁具のほうを支援させていただい

たのですけれども、実際に支援の内容を見ると、漁具ですので、ウエットスーツとか含めて、

比較的、皆さん漁業の種類とかそういうのが違いますので、様々出てきたのですけれども、基

本的に１回使っても経年で使えるということもありましたので、少なくとも今年に関しては、

１年あける形で、８年度は予算計上してないという状況でございます。 

○委員（奥田富美子） 

歳出の２番、竹宵の記念事業のところです。１，０００万円で、３０周年に力を入れている

のだなというのがよく分かりますが、この１，０００万円のうちのおよそ半分が、地元ゆかり

のアーティストの事業ということで、今もう予定されているところがあるのか、何か様子を教

えてください。 

◎産業観光課長（山木哲男） 

 奥田委員のご質問にお答えします。臼杵竹宵記念事業については、先ほどご説明させていた

だいたとおり、記念コンサートを開催するというふうな事業を今、進めさせていただいており

ます。竹宵実行委員会の中で、日々協議のほうを進めていただいているとこでございますけれ

ども、まだ実際にアーティスト等々、見積りとか出演してくれるのかというところを、調整し

ている段階でございますので、まだ決まっておりませんので、まだこちらの予算委員会で、申

し上げることができません。以上でございます。 

○委員（河野 巧） 

３９ページの歳出ナンバー１０番、創業支援事業ということで、セミナーの会社であったり

創業者のフォローアップをされるという予算なのですけど、観光課もやっていたと思うのです

けれども、できればこういうのは会議所さんと提携したりとか一緒にできるといいのかなと思

うのですけど、その辺は事前に話し合ったりとか、今後そういうタイアップをしていく計画し

ていますでしょうか。お願いします。 

◎産業観光課長参事監（安東昌文） 

 河野委員のご質問にお答えいたします。創業支援事業ですが、今おっしゃられたように毎年、

臼杵市のほうで年２回開催しております。その際には、毎回商工会議所の経営指導員の方も出

席されています。そういった中で、１回のセミナーで４回ほど開催するのですけど、そういっ

た中で実際実行される方、新規創業を希望される方と、会議所の方とのそういったお話とかで
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きる場がありますので、そういったところで創業者と会議所がつながりますので、その辺は引

き続き行ってまいりたいと考えております。 

○委員（河野 巧） 

なかなか市の職員の方も仕事が多くて、手いっぱいになってくると思いますし、外に委託で

きるようなところがあれば、そういったところに委託していってもいいのかなと思って質問さ

せてもらいました。 

続きまして３９ページの１３番、中心市街地活性化事業補助金ということで、まちづくり会

社臼杵が行う中心市街地活性化のためのにぎわい創出事業ということの補助金なのですけれど

も、どういったことをされるか、結構な予算なので、人件費を含んだものなのか、その事業費

で７５０万円なのかご説明お願いします。 

◎産業観光課長（山木哲男） 

 河野委員のご質問にお答えいたします。中心市街地活性化事業の事業内容につきましては、

大きく分けまして４つございます。１つが中心市街地活性化事業として、火災からの復興に資

するイベント、またサーラ・デ・うすきを活用した食イベント、多世代が参加できるゲームイ

ベント等、イベント事業を中心に、こちらの予算が２６５万円という形で見込んでおります。 

次が人材育成事業に臼杵まちづくり市民講座として、１５０万円。また物産振興事業として、

サーラ・デ・うすきのほうで物産販売等をしているのですけれども、こちらのほっとさんグッ

ズとかの開発に２０万円。文化芸術振興事業として、サーラ・デ・うすきで、国民文化祭のレ

ガシー事業である囲碁教室とまちなかの絵画コンテスト開催費に６５万円で、これらの事業を

していただく人件費として、今２５０万円を計上しており、これが計７５０万というような形

で計上させていただいております。以上でございます。 

○委員（河野 巧） 

秘書・総合政策課が行っている人材育成の新年度予算とか、新規の予算とかあったと思うの

ですけど、臼杵市が行う人材育成は、いろんなところで予算を取ってやっているんですけれど

も、何か横の連携みたいなのものが取れているのか、やはり課ごとにしたほうがいいのか、内

部で検討されましたでしょうか。お願いします。 

◎産業観光課長（山木哲男） 

 河野委員のご質問にお答えいたします。今回、臼杵まちづくり市民講座につきましては、昨

年度でしたら中心市街地活性化に関する講演会と、また食文化のユネスコ食文化講演会とを中

心にして開催いたしました。また講演内容等にもよって、その人材が重ならないかというとこ

ろがございますが、しっかりこの情報発信をさせていただいて、多くの方にこちらの市民講座、

また講演というふうな形になろうと思いますけれども、皆さんに来ていただいて臼杵市内の人

材の育成につながるよう、図っていきたいと考えております。以上でございます。 

○委員（匹田久美子） 

 歳出の２５番です。観光施設整備事業が稲葉家下屋敷の塀の復旧と、空調整備事業が一緒に
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予算に上げられているのですけど、細かい金額まではいいのですけど、その２つの事業がどの

くらいの割合というか、幾らと幾らみたいな、切り分けが分かったら教えてください。 

◎産業観光課長（山木哲男） 

 匹田久美子委員のご質問にお答えいたします。まず、御門塀復旧事業として、実施設計委託

料が９０万４，０００円、監督委託料が７９万円、復旧工事が２５０万１，０００円となって

おります。下屋敷の冷暖房設備の更新につきましては、２，６８１万３，０００円というよう

な形で計上させていただいております。以上でございます。 

○委員（匹田久美子） 

エアコンの空調の設計委託と実際の事業費合わせたら、相当な金額に５，０００万、６，０

００万とかになるので、かつランニングコストもかかりますよね。なので、しっかりと後々検

証できるようにしていただきたいと思います。有効に使っていただきたいと思います。質問で

はないです。 

○委員（大塚州章） 

 歳出の８番、食文化の推進事業です。教えていただきたいのですが、臼杵市内を含めて市民

の皆さんに食文化を広めるために前回高校生の創作をやったと思います。こういうものを中心

とした事業が、今年も何点かあるのか、臼杵の市内に広める、意識を高める事業があるのか教

えてください。 

◎産業観光課長（山木哲男） 

 大塚委員のご質問にお答えいたします。昨年、高校生と連携して郷土料理グランプリを開催

させていただきました。今年の３月もその料理を飲食店さんに出していただいておるところで

ございます。来年度につきましても、民間の団体と一緒になってイベントの活動ができるよう、

予算のほうを４００万円というような形で計上させていただいているとこでございます。以上

でございます。 

○委員（大塚州章） 

 私が思っているのは、そういうふうに皆さん頑張っているので、例えば、ひゃくすたと高校

生を点と点を結ぶとか、線にしたり面にしたりするようなことをすれば、もっと食文化が浸透

していくのではないかなと思いますので、その辺のところ何かまた創意工夫を、高校生たちに

そういうふうなところを創作していただくと、また新たな案が出たりするかもしれないので、

その辺はどうでしょうか。来年度とか、頑張っていただけたらと思いますが、よろしいですか。 

◎産業観光課長（山木哲男） 

 大塚委員のご質問にお答えいたします。先ほどひゃくすたの団体の話が出ていましたので、

ひゃくすたの皆さんとは、１月に臼杵食文化映画祭というものをやっております。こちらのほ

うをひゃくすたの方にも事業の構築段階から関わっていただいて、当日も一緒になって活動さ

せていただきました。 

食文化を、皆さんのシビックプライドを育てるためにも、事業をする上では、市民の多くの
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団体の皆様に関わっていただけるような形で進めさせていただきたいと考えております。以上

でございます。 

○委員（河野 巧） 

 ４３ページの歳出５９番。未整備林整備促進事業ということで、森林環境税を使っていただ

いて本当にありがたいところで、水源涵養も含めていると思うのですけれども、所有者がわか

らかったりとか所有者の方がなかなか整備できなかったりとかいう部分を、市を挙げてやって

いただけるのではないかなと思うのですが、どのあたりからスタートされるのか、場所のほう

がもし分かっていれば、お知らせください。 

◎農林振興課農林基盤整備室長（梶原弘記） 

河野委員のご質問にお答えします。現在、森林環境譲与税を使って、７年が経過しておりま

す、現在、境界明確化、森林整備を手がけておりまして、野津地域の水源涵養地域川登地区、

ここについては、地籍調査が進んでおりますので、実際に森林整備ができてきております。そ

れと中の川のほうで昨年、水源涵養地域として臼杵市として指定をしておりますので、進めて

おります。また、臼杵川流域ということで、乙見地区を選定して手がけてきております。この

７年間で約７２ヘクタールを森林整備できております。以上であります。 

○委員（平川幸司） 

さっきからずっと気になっていたのですけど、安東参事監が言った、放流のエビの尻尾を切

って確認をすると言ったのですけど、エビは脱皮をするのに尻尾はそのままなんでしょうか。 

◎産業観光課参事監（安東昌文） 

 平川委員のご質問にお答えいたします。先ほど説明しました放流するときは、一部をカット

します。放流後に漁師さんが漁獲されたものについて順次、報告いただいておりますので、そ

れはやっぱり、今言われたように時間がたつごとに脱皮をして確認ができない部分も出てきま

すけど、放流して間もない期間に漁獲されたものについては、ある程度数字が把握できるんで

すけど、それはもう時間がたつとやっぱりそういった効果が確認できない部分も出てくると思

っております。現段階ではそういった形で調査を行っています。 

○委員（川辺 隆） 

 本当に毎回、予算委員会のときとか、今回５５番に歳出があるのですけど、必ず土づくりセ

ンター、これ毎回僕意見言ってるのですけど。ただ、経営的に見たら、使う人たちが使いたい

堆肥を実際作っているのかという問題に関して、先般説明があったのは、実はもう他の市町村

から買っている人たちもいる。それをどういうものを買っているのか調べたら、必要な栄養素、

リン酸カリ、カルシウムを混ぜたものを、農業者の方々が臼杵市の堆肥よりも高い値段で買っ

てるんですよね。今回整備費用の中には９００万円ぐらい上がっているのですけれど、それを

考えたら、土づくりセンターの使う人たちのニーズに合った堆肥、要するに栄養素を加えたも

の、それは調べると、実は佐伯市の業者さんは、カキ殻を単純に混ぜたものをつくって混ぜて

撹拌したのを出してるだけなんですけど、それに対する整備費用、要するに攪拌施設とかの整
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備費用も入ってるんですか。 

○委員長（匹田 郁） 

休憩いたします。 

 

午後３時２０分 休憩 

 

午後３時２０分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

◎農林振興課有機農業推進室長（荒木 浩） 

 今回の施設整備費用の中には、カキ殻とか入れるようなものの費用は入っていません。実際

のところ、うちのほうが聞いているのは、今、カキ殻と竹パウダーのほうを実際令和７年度で

そういう例があるということで、実証的に、各有機農業の生産者の方に使っていただけません

かという形でお願いします。 

ただ、その実証結果はまだ出ていないので、それを踏まえて、今後土づくりセンターにどう

いうふうに活用するかというのは、考えていきたいなと思っています。以上です。 

○委員（川辺 隆） 

この土づくりセンターで問題になるのは、確かに運営費の中の機械設備とかの費用を含めて、

約７，０００万円、８，０００万円を毎年使うときは使っているんですよ。 

しかしながら大きな問題は何かというと、生産量じゃなくて使用量が減ってきている。その

原因が実は、使う人たちのニーズに合った、要するに堆肥、今作っている品物は大変すばらし

いものを作っています。土が、ふかふかになって肥えていて、これは臼杵ブランドとしては最

高の品物なんですけれども、生産者、農業生産者に言わせたら、その中の栄養素の一部が足り

ない。必要なものが入ってないというのが、当初作られたときは、たばこ農家さんのニーズで

使用がされてたものが今は時代がたって、野菜、果実、果物とかに移ってきた中で、どうして

もその声があったので、今後、この整備費用を計上するのであれば、この土づくりセンターの

裏には、まだまだ広大な敷地が残っておりますので、そこも今後踏まえた意味での予算編成を

してはいかがと思いますが、その点についてお考えをお聞かせください。 

○委員長（匹田 郁） 

休憩いたします。 

 

午後３時２３分 休憩 

 

午後３時２３分 再開 
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○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

◎農林振興課有機農業推進室長（荒木 浩） 

川辺委員の質問にお答えしたいと思います。今、確かに敷地のほうは、裏側のほうとか空い

ている土地があります。そういうところを、今後活用できれば、今の夢堆肥のほうも実際半年

でしてる分を、また１年すると成分的なものも変わったりする場合もあります。 

先ほど貝殻のものとも、いろいろ入れた場合というのは、実際にやってみないと分からない

ので、そういうところの実証的なものを含めて、そういう施設整備のほうを考えていきたいと

考えております。 

○委員（梅田德男） 

さっき漁具の助成について、令和８年度は考えていないということでお聞きしたのですけれ

ども、資機材が今の燃料価格の上昇等で非常に高くなることが予想されます。漁業農業を問わ

ず資機材の負担が多くなると思うのですけれども、これへの対応というのは、今の段階で検討

すればお聞かせいただきたいし、あるいは補正等する考えがあれば、その辺の話をお伺いした

いのですが。 

◎産業観光課長（山木哲男） 

 梅田委員のご質問にお答えいたします。当初予算の現段階におきましては、資機材の計上は

しておりません。今後、経済情勢がまた変わるような状況がありましたら、またこちらのほう

も検討させていただきたいと考えております。以上でございます。 

○委員長（匹田 郁） 

ほかにございませんか。 

（ 「なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

 以上で産業関係の議案質疑を終わります。 

ご苦労さまでした。暫時休憩いたします。 

 

午後３時２５分 休憩 

 

午後３時２９分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

次に、契約検査課の議案について審査を行います。執行部の説明を求めます。 

◎契約検査課長（小野憲吾） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 
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○委員長（匹田 郁） 

説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑は挙手をもってお願いいたします。 

（ 「なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で契約検査課の議案質疑を終わります。 

ご苦労さまでした。 

休憩に入る前に、先ほど河野委員から質問があった件に関して、広瀬都市デザイン課長から

の答弁がありますので、お聞きください。 

◎都市デザイン課長（広瀬 隆） 

河野委員よりご質問をいただきました、臼杵駅前のロータリーの工事に関する件で、この土

地について、ロータリー部分について今回の工事を含む部分も含めて、固定資産税の課税の特

例措置はされていない、ということを確認いたしました。 

○委員長（匹田 郁） 

ご苦労さまでした。 

休憩いたします。 

午後３時３４分 休憩 

 

午後３時３４分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

次に、会計課の議案について審査を行います。執行部の説明を求めます。 

◎会計課長（瀧澤 愛） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑は挙手をもってお願いいたします。 

（ 「なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で会計課の議案質疑を終わります。 

ご苦労さまでした。暫時休憩いたします。 
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午後３時３５分 休憩 

 

午後３時３７分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

次に、教育委員会事務局の議案についての質疑審査を行います。執行部の説明を求めます。 

◎教育委員会教育次長（佐藤忠久） 

それでは、教育委員会事務局所管分につきましてご説明申し上げます。 

事務局案件といたしまして、歳入が２４件、歳出が３５件、債務負担行為１件となっており

ます。 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

◎学校教育課長（新名 敦） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

◎学校教育課参事（高田教一） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

◎社会教育課長（那賀啓史） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

◎文化・文化財課長（日高昌幸） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑は挙手をもってお願いいたします。 

○委員（甲斐 尊） 

歳出の１７番について説明を求めます。最初の１７、学校給食の運営事業について、説明欄

に書かれているとおり、私会計から公会計に変わることによって、何がどう変わるのかという

部分を今日の概要を説明していただきたいのですけど、近いうちにポンチ絵とかを作って、や

っぱり比較して、それなりにメリットデメリットあると思うんで、一定程度議会に説明する必

要があるかと思いますが、今日の段階では説明できる範囲でよいので、口頭で説明をお願いい

たします。 

◎学校教育課参事（高田教一） 

甲斐委員の質問にお答えします。給食費は、今までは学校給食センター運営委員会のほうで、

保護者、先生から給食費の徴収をしておりましたが、子供たちの分が無償化になったことで、

公会計のほうに移したいということが、まず最初でしたが、特には、資金の透明性を図ること

を目的としていまして、今後交付金として国から無償化のお金が入るということもありますの
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で、交付金検査の段階でも市が持っているほうが説明しやすいという部分もありますので、そ

ちらのほうに変更をしております。 

また、ポンチ絵については、また分かりやすい内容を作って説明したいと思います。 

○委員（甲斐 尊） 

ポンチ絵よろしくお願いいたします。 

それと、５番の西中ブロック小中一貫校整備基本構想基本計画策定業務委託料なのですけれ

ども、これについて、２点ほど確認をさせていただきますが、小中一貫校の概念の中には、義

務教育学校まで念頭に置いているのか、先ほど次長の説明の中で、私の把握が正しいかどうか

分からないのですけれども、一貫校の基本構想の策定のみならず、プールと給食センターにつ

いても言及されたのですが、改めて確認なのですが、プールと給食センターのこともこの中の

検討に含まれるのかどうか、お願いいたします。 

◎教育委員会教育次長（佐藤忠久） 

甲斐委員のご質問にお答えいたします。まず１点目に関しまして義務教育学校と一貫校のこ

とだと思っております。今現在考えている一貫校のことで基本構想をつくっていこうというふ

うに考えているとこでございます。 

あとそれともう１点の、この土地基本構想をつくるに当たって申し上げた学校給食センター

とプールの関係でございますけれども、将来的にそこの土地が使えるかどうか、今個々の面積

が３万平米弱２校合わせてございます。そうした部分をどうやって土地の有効利用や活用する

かということを考えたときに、まだ全く分かりませんので、そうした視点も入れながら、土地

の利活用ができるのではないかという、それも踏まえて検討していく必要があるのではないか、

ということで今回入れさせてもらっているということでございます。以上でございます。 

○委員（甲斐 尊） 

ありがとうございました。この５番の検討に当たっては、あの地域だけに思考が停止するの

ではなくて、ちょっと西のほうにまだ高台がありますので、そこを含めて予断を持たずに幅広

の検討をお願いしたいと思います。これは要望です。 

○委員（安東鉄男） 

歳出の６番、お願いいたします。屋内運動場を空調のエネルギーを、電気でなくてＬＰガス

ということで、私も個人的な研究でもＬＰガスが、災害時、停電がないのでそちらがいいかな

と思っていたのですが、決め手になったのは、費用面、そういった災害時に対応できるという

ことも考えられますが、いかがでしょうか。 

◎教育委員会教育次長（佐藤忠久） 

安東委員のご質問にお答えいたします。今回、燃料の関係がどうしてＬＰガスになったのか

ということでございますけれども、基本的にＬＰガスと電気、どちらを選択するのかというこ

とで、イニシャルコストまたランニングコストの経費の比較をさせていただきました。 

それともう１点、避難場所になりますので、大災害が発生したときに７２時間の停電になっ
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たときに、どういうふうに空調を動かすのかということを考えたときに、電気の場合でありま

すと、どうしても発電機を設置しなければならない。発電機を設置するとなりますと、燃料の

保管が必要になってくるということになり、有資格者が必要になるということが考えられます。

ただ一方ＬＰガスに関しましては、有資格者の必要がないというふうなこと、また、大分市に

おきましても災害拠点校ではＬＰガスの方式を導入しているというような、もろもろの観点か

ら、今回の野津中に関しましては、ＬＰガスを整備させていただく方向になったということで

ございます。以上であります。 

○委員（安東鉄男） 

災害時に強いふるさとづくりということで、ありがとうございます。そういった理由で他の

中学校、小学校にもＬＰガスで進めるか、お尋ねします。 

◎教育委員会教育次長（佐藤忠久） 

安東委員のご質問にお答えいたします。ほかの小学校、中学校におきましては、災害時の避

難場所になり得るのかどうなのかということが一つの観点になろうかと思っております。 

そうしたことを踏まえたときに、避難所としてなり得ないのであればどちらの経費が安いの

かと比較させていただいて、安いほうを導入していこうかなというふうに思っております。以

上であります。 

○委員（安東鉄男） 

いずれにせよ、空調を稼働させる場合、費用が結構かかると思うので、ほかの公立の体育館

だとか使用料とは別に冷暖房費というのを徴収するのですが、学校教育以外の例えば、何とか

クラブだとかが使用する場合は空調費まで徴収するのかどうか、分かれば教えていただきたい

と。 

◎教育委員会教育次長（佐藤忠久） 

安東委員のご質問にお答えいたします。現段階では決まっておりませんけれども、先進地視

察に行かせていただきました。そうしたところでもやはり使用料は取っていると、空調使用料

を取っているということでございますが、これにつきましては、他市の状況等も見まして、今

後検討していければと思っております。以上であります。 

○委員（奥田富美子） 

４７ページ歳入１２の学校給食負担軽減交付金のところなのですけど、無償化に向けて、保

護者が負担しているのは基本食材費だけで計算して給食費となっていたと思うのですけど、そ

この部分が、国から補助されるのかという質問で、あと、食材としては、臼杵市は独自にほん

まもん野菜とかの分を上乗せして、一般財源から出していたので、その辺りは保障されるもの

なのでしょうか。 

◎学校教育課参事（高田教一） 

奥田委員の質問にお答えします。歳入１２番の給食費負担軽減交付金につきましては、小学

生のみ国の基準が１人当たり５，２００円ということで、１，２５８人で算出されます。生活
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保護とかをもらっている方はそちらのほうで支給になりますので、単純にその金額を国からい

ただくようになります。 

ほんまもん野菜等につきましては、これから別予算で市のほうに要求していますので、そち

らからの支出となります。以上です。 

○委員（奥田富美子） 

１人５，２００円というのは、今の実際に支払っているよりも金額が高くないですか。 

◎学校教育課参事（高田教一） 

令和８年度の積算ですと、月額が５，５８０円になる予定としています。 

そのうちの５，２００円が国からの交付金ということになります。以上です。 

○委員（奥田富美子） 

不足分は、やっぱり一般財源から持ち出しということになるのですね。 

◎学校教育課参事（高田教一） 

差額分は単費となります。 

○委員（奥田富美子） 

もう１点ですが、歳出の１９番、５０ページ、給食センターの委託費のところで、これは時

給幾らで計算していることになりますか。 

○委員長（匹田 郁） 

休憩いたします。 

 

午後４時１２分 休憩 

 

午後４時１３分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

◎学校教育課参事（高田教一） 

すみません。委託料については、今日資料持ち合わせていませんので、明日説明したいと思

います。 

○委員（川辺 隆） 

安東委員と質問がかぶるのですけど、今回の体育館の空調に関しては、約１億円の工事費用

がもう既に計上されています。１億の費用計上がされていて、方式としてはガス方式を採用す

る、それはよく理解ができました。 

申し訳ありませんけど、この大空間空調に関しての知識はこの臼杵市にはありません。設計

が終わっているので、これ実は実施設計の費用が１億上がっているんですけれど、どういう考

え方でこの事業の空調システムを考えているんですか。  



 
42 

◎教育委員会教育次長（佐藤忠久） 

川辺委員のご質問にお答えいたします。アリーナ部分の空調を整備するということになって

おります。基本的には、大分県の場合は、暖房というよりも冷房を基本に考えているというふ

うなことになっております。 

今回は、国の交付金を受けるという前提での予算組みとなっておりますので、国の交付金を

受ける場合は、断熱工事が最低限必要だという部分も、一つ、交付金を受ける要件になってお

りますので、交付金を受けるのであれば、その断熱工事が入ってくるのと空調設備の工事とい

うことになろうかと思っております。 

○委員（川辺 隆） 

そのとおりなのですけど、アリーナ体育館、もうご存じと思いますけれども、大空間は冷房

特に使う場合、天井部分の空冷は必要ありません。運動を行うところ、観客席があるところの

空調になります。大空間空調の場合は、エアフィルター的なものを持ってエアカーテンを僕た

ちは使うんですけれども、それに関してのシステムが実は日本では多岐多様にわたっておりま

す。その点について今回、どういう考え方で進めているのかを聞いています。 

○委員長（匹田 郁） 

休憩いたします。 

 

午後４時１５分 休憩 

 

午後４時１５分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

○委員（川辺 隆） 

なぜかといいますと、入札を行った場合、少し気をつけておかないといけないのが、偏った

システムになる恐れがある。要するに、入札を行った時点で業者が選定される。それだけは、

気をつけて行っていただきたいので、そこのところは、発注者として検討してください。 

もう１点よろしいですか。文化財課の予算になるのですが、我々、ここにいる市議会議員皆

さんも分かっていることで、もう８年になります。鐙坂の改修に関して、もう一つ祇園洲側か

ら上りの石垣の補修に関して、予算計上が今回されているのであれば、説明をしていただきた

いんですが、先般、文化・文化財課は、臼杵城址公園を特定史跡国の史跡に指定しました。そ

のときの説明は、この復旧に関して、国の知見、国の費用等をある程度幅広く利用ができると

いう観点で史跡指定されたんですけれども、この予算は入っているんですか、もう８年以上た

ちますが、少し答えてください。 
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◎文化・文化財課長（日高昌幸） 

川辺委員の質問にお答えいたします。現在、保存活用計画８年９年度で実施をしております。 

これができましたら、整備基本計画というのを立てなければなりません。これはもう文化庁で

決まっているルールであります。その段階で、整備基本計画の中で鐙坂については、どのよう

にしていくかというのを盛り込み、調査研究しながら設計をしていきたいというふうに考えて

おります。ですので、早ければ令和１１年度以降になろうかと思います。これは、スケジュー

ル的には致し方ない部分でありますので、そういった形で今ところはやっております。 

あと石垣の分につきましても、整備基本計画の中でしっかり盛り込んでいくということにな

ります。ただ、あそこは一応避難路でもありますので、その部分を含めて、しっかりと関係課

とまた文化庁と協議していきたいというふうに考えております。以上です。 

○委員（川辺 隆） 

今日何度か質問させてもらったのですけど、スピード感を持ってということが執行部からも

また委員からも出ております。これこそまさしくスピード感を持って対応していただきたいと

思います。以上です。 

○委員（河野 巧） 

４９ページの歳出６番。先ほど何名かの委員の方も質問されたと思うのですけれども、実施

設計対象校、工事対象校ということで、野津ブロック、北ブロック、東ブロック、西ブロック

はあるのですけれども、南ブロックがないので、その理由をお願いいたします。 

◎教育委員会教育次長（佐藤忠久） 

河野委員のご質問にお答えいたします。ブロック毎で決めるのではなくて、これは段階的に

決めていこうということでございますこれ今回第２弾というふうになっています。また今後第

３第４弾を組んでいきたいというふうに考えておりますので、意図があるわけではございませ

ん。以上でございます。 

○委員（河野 巧） 

はい。よろしくお願いします。歳出の５０ページの１５番、スクールバス等運行事業、この

中に、先ほどご説明の中で４７ページの歳入の１３番、車両に広告を載せて維持費を捻出しよ

うというお考えだと思うんですけれども、これは一度作ると何年間か使う形になるのか、要す

るに、この予算が３０６万で年間広告を入れる形で、６台１０面で制作費として１５８万円か

かるんですけれども、一度作ると、毎年この３０６万円が入る形になる計算なのか、そうした

ときに、どういったところが広告を載せるのか、そういった基準というか要綱みたいなものが

もうできてるんでしょうか、お願いします。 

◎学校教育課参事（高田教一） 

河野委員のご質問にお答えします。今回のスクールバスの広告については、１台当たり５１

万円で、６台で３０６万円ですが、初年度のみ広告の制作料がかかって、３年間の継続で契約

のほうをお願いしております。 
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２年目３年目についてはもうそのままの形で行って、また３年後に募集をかけます。 

○委員（河野 巧） 

もう３年間でお願いしていますという話だったのですけれども、決まっているということで

よろしいでしょうか。 

今日、予算審議をしているので、もう決まっていて、契約結んでいるということですかね。 

◎学校教育課参事（高田教一） 

結ぶのは、今回の議会終了後に市長のほうに決裁を取ってそれからになります。今募集かけ

て審査まで終わった状況です。 

○委員（河野 巧） 

見積りとか、そういう段階では分かるのですけれども、決定しているとなると、もうここの

予算審議は必要なくなってしまうのでその辺はどうでしょう。お願いします。 

○委員長（匹田 郁） 

休憩いたします。 

 

午後４時２３分 休憩 

 

午後４時２３分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

◎学校教育課参事（高田教一） 

河野委員のご質問にお答えします。今の段階では要綱を制定しておりまして、業者のほうの

選定までは行っている状況になります。 

○委員（河野 巧） 

業者の選定を終わっている。話が変わってくるのかなと思うのですが、そこは皆さん大丈夫

なのですかね。私は変だなと思うのですけど。 

○委員長（匹田 郁） 

休憩いたします。 

 

午後４時２４分 休憩 

 

午後４時２４分 再開 

  

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 
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○委員（河野 巧） 

業者がもう既に決まっているのでしょうか、そこの確認ですお願いします。 

◎学校教育課参事（高田教一） 

先ほど言いましたように、要綱自体は決裁が下りていまして業者選定まで終わっております。

契約はしておりませんので、これから契約になるようになります。 

○委員（河野 巧） 

教育委員会だけじゃないのですけど、財政もいらっしゃるので、臼杵市としてはそういうス

タンスでよかったのですかね。 

○委員長（匹田 郁） 

休憩いたします。 

 

午後４時２５分 休憩 

 

午後４時２６分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

◎教育委員会教育次長（佐藤忠久） 

河野委員のご質問にお答えいたします。今回スクールバスの広告料に関しましては、臼杵市

全体の広告料の庁舎等に広告をかけるときの要綱の規定がございます。それに基づいて今回、

市報に募集かけさせていただきまして、早い段階での施行ということで準備に取りかかってい

るとこでございます。現在高田参事がご答弁いたしましたように、基本的には業者の申込みが

終わっておりますので、その業者の審査、適正な業者であるかどうかの審査は基準に基づいて

行っているというふうな状況でございます。ですから、今後予算可決した段階で、そういうふ

うなボディーにあるようなシールを制作するということになろうかと思っております。以上で

ございます。 

○委員（河野 巧） 

ですと、スクールバス運行事業費等もそうですし、要するに募集は終わりました。でも、も

しこの審議が通らない場合は、それは別のとこに掲示するということですかね。 

◎教育委員会教育次長（佐藤忠久） 

河野委員のご質問にお答えします。予算がつかなければ、当然そのスクールバスに載せられ

ませんので載せません。以上でございます。 

○委員（河野 巧） 

私もそういう募集かけたこと知らなかったのですから。既にもう、内部でもとってたわけで、

どこか市報に載っていたのですね。スクールバスまで。そこの説明だけお願いします。 
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◎学校教育課参事（高田教一） 

昨年の１０月に市報とホームページのほうで募集をかけておりまして、締切りが２月いっぱ

いというふうな形でしております。以上です。 

◎文化・文化財課長（日高昌幸） 

すみません。先ほど川辺委員の質問に対して私の回答ですけれども、当初８年９年に保存活

用計画と申し上げましたが、７年８年にしております。 

来年度を目標に今、整備基本計画を９年１０年で工事を１１年度からというふうになります。

年度を間違えました。申し訳ありません。 

○委員長（匹田 郁） 

以上で教育委員会事務局の議案審査を終わります。 

ご苦労さまでした。本日は、これにて散会いたします。 

この続きは明日、３月１７日火曜日午前１０時から全員協議会室で行いますので、議員並び

に執行部の皆さんは、出席のほどよろしくお願いいたします。 

 

午後４時２９分 散会
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予算委員会 会議録 

 

日 時  令和７年３月１７日（火曜日） 午前９時５８分 ～ 午前１１時４４分 

場 所  臼杵庁舎２階 全員協議会室 

 

出席委員の氏名 

委 員 長 匹田  郁  副委員長 戸匹 映二   委   員 平川 幸司 

委   員 甲斐  尊  委  員 安東 鉄男   委   員 芝田 英範 

委   員 河野  巧  委  員 川辺  隆   委   員 匹田久美子 

委   員 伊藤  淳  委  員 梅田 德男   委   員 広田 精治 

委   員 奥田富美子  委  員 大塚 州章   委   員 武生 博明 

委   員 吉岡  勲  委  員 牧  宣雄 

 

オブザーバー 

議  長 内藤 康弘 

 

欠席委員の氏名 

   （ な し ）  

 

説明のため出席した者の職氏名 

政策監（総務・企画担当） 安東 信二  政策監（福祉保健担当） 柴田  監  

政策監（産業担当）  姫野 敬一  
教育次長 

兼教育総務課長議会 
佐藤 忠久  

財務経営課長 吉良  猛  税務課長 尾本  浩  

学校教育課参事 高田 教一  
選挙管理委員会事務局長併

監査委員事務局長 
佐藤 英治  

農業委員会事務局長 阿南 哲也  
水道事業所長併 

上下水道課長 
村上  和  

水道事業所参事監 

併上下水道課参事監 
日高誠一朗  保険健康課長 川辺みさご  

高齢者支援課長 安藤 隆文  議会事務局長 林  昌英  

   その他関係職員   

 

出席した事務局職員の職氏名 

  局長 林  昌英   次長 小嶋佳希   主幹 原 伸行   書記 工藤真里子 
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傍聴者 

（ な し ）  

 

午前９時５８分 開議 

 

 

○委員長（匹田 郁） 

少し早いのですが、全員出席ですので、ただいまから予算委員会を開催いたします。 

本日の審査に入る前に、学校教育課より発言の申出がありましたので、これを許可します。 

◎学校教育課参事（高田教一） 

 昨日の予算委員会の中で、奥田委員からのご質問で委託費用調理員の時給単価について説明

いたします。委託料の設定につきましてはプロポーザル方式で決定しており、プレゼン等の中

での見積りについては、委託料の総金額の中で人件費の積算がありますが、トータル金額の積

算となっております。月給や受給の社員がいますが、当然のことながら、最低賃金以上の設定

がしてあり、役職や経験年数などで単価が異なっていると伺っております。ですので、企業側

の時給単価の設定については、当課では把握はできておりません。しかしながら、契約の中で

は、物価の上昇、賃金の上昇に伴う場合は、双方での協議を毎年行うようにしていますので、

委託先の企業とは、来年度についても協議を行っておりますので、特に問題ないと考えており

ます。以上です。 

○委員長（匹田 郁） 

 ご苦労さまでした。暫時休憩いたします。 

 

午前９時５９分 休憩 

 

午前９時５９分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

本日は傍聴の申出があった場合、許可したいと思いますので、ご了承ください。 

これより議事に入ります。 

昨日に引き続き、第２８号議案、令和８年度臼杵市一般会計、会計予算を議題といたします。 

選挙管理委員会事務局の議案について審査を行います。執行部の説明を求めます。 

◎選挙管理委員会事務局長（佐藤英治） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 
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○委員長（匹田 郁） 

 以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑は挙手をもってお願いいたします。 

○委員（河野 巧） 

 ５３ページの歳出１番、臼杵市議会議員選挙の選挙費ですけれども、移動投票所が今回から

行われることで、この中で前年度と比べてどの部分に費用が発生していますでしょうか、お願

いします。 

◎選挙管理委員会事務局長（佐藤英治） 

河野委員のご質問にお答えいたします。移動投票所として、特に計上といいますか、今回特

に増えている部分としましては、報酬の部分で移動投票所の管理者が１名で２日間、立会い人

が２名掛ける２日間、延べ４名で金額としては、約６万９０００円程度となっております。以

上です。 

○委員（河野 巧） 

以前お聞きしたときに、電波が入るかどうかとかいうのが、その辺の予算は特に関係なかっ

たですかね、投票にあたっての電波の調整をしたりする費用的なものは。 

◎選挙管理委員会事務局長（佐藤英治） 

河野委員のご質問にお答えいたします。通信状況等の関係につきましては、移動市役所のほ

うでの車両の関係となりますので、選挙の投票事務等に関しては特に必要はないということに

なっております。以上です。 

○委員長（匹田 郁） 

ほかにございませんか。 

（ 「なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で選挙管理委員会事務局の議案質疑を終わります。 

ご苦労さまでした。暫時休憩いたします。 

 

午前１０時０４分 休憩 

 

午前１０時０４分 再開 

  

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

続きまして、監査委員事務局の議案について審査を行います。執行部の説明を求めます。 

◎監査委員事務局長（佐藤英治） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 
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○委員長（匹田 郁） 

以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑は挙手をもってお願いいたします。 

（ な し ） 

○委員長（匹田 郁） 

ございませんか。 

（ 「なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で監査委員事務局の議案質疑を終わります。 

ご苦労さまでした。暫時休憩いたします。 

 

午前１０時０６分 休憩 

 

午前１０時０７分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

次に、農業委員会事務局の議案について審査を行います。執行部の説明を求めます。 

◎農業委員会事務局長（阿南哲也） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

○委員長（匹田 郁） 

これより質疑に入ります。質疑 は挙手をもってお願いいたします。 

（ 「なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で農業委員会事務局の議案質疑を終わります。 

ご苦労さまでした。暫時休憩いたします。 

 

午前１０時０８分 休憩 

 

午前１０時０９分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

次に、議会事務局の議案について審査を行います。事務局の説明を求めます。 
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◎議会事務局長（林 昌英） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑は挙手をもってお願いいたします。 

○委員（広田精治） 

１点お聞きします。歳出ナンバーの８番、これまで紙で議事録をずっと作成してきていまし

た。これまでで言えば、配付は告示日だったですね。だから次の議会の直前なのですね。やは

り、議員とすれば、一般質問を準備する上で前回の定例会の議事録をやっぱり見る必要がある

場合も多々あります。そういう意味で言えば、もっと早くという思いが強いので、早くするた

めに予算が特にかさむとか、そこら辺の事情があれば聞かせてください。 

◎議会事務局長（林 昌英） 

広田委員の質問にお答えいたします。この件につきましては、以前の当初予算委員会の中で、

河野委員からもご指摘いただきました。我々のほうとしても、会議録研究所と２度３度とやり

とりしながら修正をしておりまして、それに不測の時間が２か月から２か月半ぐらいかかって、

今はホームページのほうで議事録が見られるように、なるべく告示前に出すようにしておりま

す。最短でもやはりなかなか、もっと早くという時間が厳しい状況なので、会議録と我々のチ

ェックの関係で、どうしても告示日よりも早くは出すようにしておりますけれども、それ以上

の半月とか１か月早くということはなかなか難しいような状況になります。以上です。 

○委員（広田精治） 

いろいろ事情、他市の議会事務局の状況なども改めてお調べいただいて、可能な限り早めにす

るような努力をお願いしたい。これは要望です。質問ではありません。 

○委員（奥田富美子） 

今のところですけど、未校了の状況で議員の中で流通させるということは難しいでしょうか。

未校了という上で、次の一般質問に生かすという範囲内でどこにも出すことなく、自分たちだ

けで確認するという目的で早めに出すことは難しいでしょうか。 

◎議会事務局長（林 昌英） 

基本的には、やはりきちんとできた状態でないと、またそこで修正がかかってというのがご

ざいますので、今、事務局の中ではできないことはないと思いますが、なかなかそこまでの判

断は、議員さんにも聞きながら、進めていただければと思っております。以上です。 

○委員長（匹田 郁） 

よろしいですか。 

○委員（川辺 隆） 

１点だけ確認をしていただきたいのですけれども、今回の予算もタブレットを利用しての通

信費とかデータ量とか費用が正式に入ってきて、１年間、我々議員としてやってきて、このペ
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ーパーレスを推進するという意味で、実際ペーパーがなくなった分の費用と我々がタブレット

を使う場面でのこの費用、これを単純比較したときに、費用的にやっぱりこう増したような感

じになるのか、それともペーパーを減らした分だけ、費用的には安くなっているのかご見解を

聞かしてください。 

◎議会事務局長（林 昌英） 

実際に金額まではじき出しておりませんので、議運の中でも、ペーパーレスによってこれだ

け紙の量が減ったという試算は出しておりますけれども、これもあくまでも試算でありまして、

正確なものではありませんので。それと、もう１点、ペーパーレスにしたことによって、その

分の費用は確かに加算していますけれども、加えてやはり人件費、人が動く分というのが加味

されておりませんので、当然印刷すれば、印刷する時間であったりとかまた配付の時間であっ

たりとか手間もかかりますし、そういったことを踏まえますと、なかなか今の段階で、ペーパ

ーレスにしたことそれまでの費用の差というのはなかなかはじき出せないかなと思っておりま

す。ただ、事務的にはかなり軽減はされているということは、職員のほうも、そういった考え

はありますけれども。以上です。 

○委員（川辺 隆） 

議運でもいろんな声がある中で、実は完全ペーパーレスにした反響、影響が実はあります。

今、議員からも出ていますけれども、いろんな会議資料の中に紙で配付していただいたほうが

いいのではないのか、この予算書等に関しては、そういう意見があったときに、これ来年度以

降検討していかなくてはいけないと思うのですが、他市の事例も踏まえて、そういう資料だけ

は紙で出している市議会が実際あります。予算書とか大事な部分、議案書とかは。そういうふ

うなことは、事務局としてのお考え検討は何かあるのでしょうか。 

◎議会事務局長（林 昌英） 

事務局としての見解というよりは、これは議会の中で話すべきことと思っています。 

議会として、タブレットにしてペーパーレスにしようという方向で、これを導入したという

ことでございますので、必要な部分は印刷をするということは、当然あるかとは思いますけれ

ども、そこも含めて議会運営委員会等で協議をしていただければなと思っております。以上で

す。 

○委員（河野 巧） 

言われるように、議運で話し合うのも必要だと思っていますが、５６ページの６番、通信運

搬費のところで１６６万３０００円があるのですけれども、使い方として、ワードエクセルぐ

らいは使いたいというのはあるのですけど、そもそもこの中にはデータだけなのでそういった

プログラム的なものは入ってないという認識でよかったでしょうかお願いします。 

◎議会事務局長（林 昌英） 

河野委員のご質問にお答えいたします。今言ったソフトは入っていないという状況になって

おります。以上です。 
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○委員（広田精治） 

川辺委員の質問と重なる部分があると思うのですけど、例えば、全協に配付される様々な説

明資料がありますね。とても分かりやすく図解などが入っている、画像も入っているペーパー

が、これで見ることになるのですけど、ああいうものは、本当に議員にとっては必要なのです

けれども、そういうものもペーパーで出すことはないというふうなことで、議会として了解し

た場があったのですか。 

◎議会事務局長（林 昌英） 

広田委員のご質問にお答えいたします。議会としてというか、タブレット端末でこういった

ペーパーレス会議にするということは、そういった資料は印刷しないということになりますの

で、それを印刷するかしないかという判断も、議運の中でも話をさせていただいたと思います

けれども、以上です。 

○委員長（匹田 郁） 

この問題は、皆さんもう自分たちで分かっていると思いますけど、自分たちで決めたことと

か、それから議運で決定したこと、代表者で決めたこと等々の中で、今この形になっておりま

して、これは予算委員会でありますので、そういう問題はその場その場でやっていただきたい

と思います。これ以外の予算についての質問は受け付けますが、意見等は受け付けません。 

○委員長（匹田 郁） 

ほかにございませんか。 

（ 「なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で議会事務局の議案質疑を終わります。 

ご苦労さまでした。暫時休憩いたします。 

 

午前１０時２２分 休憩 

 

午前１０時２３分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

次に、各特別会計の議案審査を行います。 

初めに、上下水道課所管の議案審査を行います。 

第２９号議案、令和８年度、臼杵市水道事業会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

◎水道事業所長併上下水道課長（村上 和） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 
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○委員長（匹田 郁） 

以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑は挙手をもってお願いいたします。 

○委員（安東鉄男） 

人件費ついてですが、これはどの人件費も１人当たり９００万を超す。ちょっと高額かなと

いう印象を受けるのですが、説明をお願いします。 

○委員長（匹田 郁） 

休憩いたします。 

 

午前１０時３１分 休憩 

 

午前１０時３２分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

◎水道事業所長併上下水道課長（村上 和） 

安東委員のご質問にお答えいたします。まず給与水準についてのお話ということでよろしい

でしょうか。給与水準については、一般会計と変わりないものですから、その基準を利用して

算出をしております。 

○委員長（匹田 郁） 

よろしいですか。 

○委員（川辺 隆） 

僕も同じ人件費のことでお聞きしたいのですけれども、今回、昨年度の予算か何かで検針員

の委託料金の算定の見直しをしたと思われるのですが、これ自身、委託費が多分上がったと思

うのですけど、それ自体が数年ぶりに行っているのかなという印象があるのです。これは、ま

だ課長が来る前からずっと長い歴史がある中で、その状況に関して少しだけご説明をお願いし

ます。 

◎水道事業所長併上下水道課長（村上 和） 

川辺委員のご質問にお答えをいたします。検針員の検針料について、先日の議会の中でもお

答えさせてもらったのですが、最近では料金の見直しの話はしているのですけど、まだ改定ま

では行っていないという状況です。以上です。 

○委員（川辺 隆） 

多分検針員さんの給与等のお声が、間違いなく水道課さんには届いていまして、この見直し

に関してのお声がもう届いています。日高参事監は多分もうご存じでしょうけど。これに関し

ては、もう数年間、僕も聞いたことはないのですけど一切見直し行われてないのですよね。そ
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うなった場合、昨今の人件費の高騰、またこの人手不足の中の状況からしてみたら、この検針

料の委託料は、見直さざるを得ない状況になっているのですよ、業界的には。それに関しての

少しお考えを聞かせいただきたいのですけど。 

◎水道事業所参事監併上下水道課参事監（日高誠一朗） 

川辺委員のご質問にお答えします。検針員の人件費、確かに組合のほうから最低賃金等の関

係があって上げてほしいということもあるのですが、水道事業会計の運営状況を踏まえて、見

直しのほうは、料金改定をするまでちょっと待っていただきたいということでお話をしていて、

それ以外には、検針員さんが行きづらい地区等にリモートメーターを設置する等の対策ができ

ないかというような検討して、少ない費用で検針員の要望を聞けるような形で対応のほうを考

えていきたいというふうに考えております。以上です。 

○委員長（匹田 郁） 

よろしいですか。ほかにございませんか。 

（ 「なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で第２９号議案についての質疑を終わります。 

暫時休憩いたします。 

 

午前１０時３６分 休憩 

 

午前１０時３７分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

次に、第３０号議案令和８年度臼杵市下水道下水道事業会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

◎上下水道課参事監（日高誠一朗） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

○委員長（匹田 郁） 

ここで１０分間休憩いたします。 

 

午前１０時４９分 休憩 

 

午前１０時５８分 再開 

 

 



 
56 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

◎上下水道課参事監（日高誠一朗） 

 （ 農業集落排水事業より再開 ） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑は挙手をもってお願いいたします。 

○委員（河野 巧） 

６２ページの資本的収支の歳入３番。社会資本整備総合交付金なのですけれども、施設の統

合に向けた交付金ですけれども、今年度、何年度かにまたぐのか、今年度で終わるような事業

なのか、お願いします。 

◎水道事業所長併上下水道課長（村上 和） 

河野委員のご質問にお答えします。今年から事業が始まっておりまして、来年度までで設計

が終わるようにしています。そのあと２年間かけて工事のほうに入る予定にしております。以

上です。 

○委員長（匹田 郁） 

ほかにございませんか。 

（ 「なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で第３０号議案についての質疑を終わります。 

以上で上下水道課所管の質疑を終わります。 

ご苦労さまでした。暫時休憩いたします。 

 

午前１１時０６分 休憩 

 

午前１１時０７分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

次に、保険健康課所管の議案審査を行います。 

第３１号議案令和８年度臼杵市国民健康保険特別会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

◎保険健康課長（川辺みさご） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 
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○委員長（匹田 郁） 

以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑は挙手をもってお願いいたします。 

○委員（河野 巧） 

６８ページの人件費についてですけど、会計年度さんの幅がいろいろと職種によって違うの

かなと思ったのですけど。１人当たりの金額をはじくと。そこはどういった業務的なもの、そ

れとも半日とか週何日で勤務とかいうので変わってくるのでしょうか。 

◎保険健康課長（川辺みさご） 

河野委員の質問にお答えいたします。ナンバー１３と１６につきましては、主に特定保健指

導を行う保健師や看護師の会計年度任用職員の人件費となっておりまして、１人当たりの金額

については、こちらの１３にある４１４万３，０００円が約１人当たりの人件費ということに

なっております。以上です。 

○委員（河野 巧） 

ですね、１３番のほうは１人で４１４万３，０００円、１６番ですと３名で７５０万８，００

０円であると、金額に差があるものですから、どういった業務の違いがあるのかなというとこ

ろです。お願いします。 

◎保険健康課長（川辺みさご） 

ナンバー１６の３名分につきましては、ナンバー４の方と１週間の勤務時間等が異なってい

るため、賃金に多少の差があるようになっております。業務自体は、特定保健指導や生活習慣

病の方の保健指導ということで、ほぼ同じ業務を担っていただいていて、勤務時間による賃金

の差というところであります。以上であります 

○委員（河野 巧） 

ということは、一応時間給的なものは全ての同じ金額からの計算でよろしいということで、

そこだけご確認お願いします。 

◎保険健康課長（川辺みさご） 

河野委員の質問にお答えいたします。特定健診、それから国保ヘルスアップ事業の保健事業

につきまして、保健師、看護師の賃金につきましては時間給としては同じ賃金ということにな

っております。以上です。 

○委員（安東鉄男） 

歳出の３番。同じく人件費です。３名、２，９００万、１人あたり、９９０万２，０００円

になると思うのですが、説明お願いします。 

◎保険健康課長（川辺みさご） 

安東委員の質問にお答えいたします。こちらにつきましては、現在勤務している職員を基準

に算出をしておりまして、勤務している職員が５級の職員ということと、あと人件費だけでな

く、保険料とかの共済費も含めた人件費となっておりますので、この額全てが職員の給与とい
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うわけではなく共済費も含めた金額となっております。以上です。 

○委員長（匹田 郁） 

ほかにございませんか。 

（ 「なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で、第３１号議案についての質疑を終わります。 

次に、第３３号議案、令和８年度臼杵市後期高齢者医療特別会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

◎保険健康課長（川辺みさご） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑は挙手をもってお願いいたします。 

○委員（河野 巧） 

６９ページの歳入３番、繰入金ですけれども、保険基盤安定繰入金のほうは、前年度と比べ

てどれぐらい増えているのか減っているのか、お願いします。 

（ 「休憩お願いします」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

休憩いたします。 

 

午前１１時２１分 休憩 

 

午前１１時２２分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

◎保険健康課長（川辺みさご） 

河野委員の質問にお答えいたします。保険基盤安定繰入金につきましては、令和７年度より

も予算額としては増えてはいるんですが、今正確な数字を持っていないので後ほど回答させて

いただくということでよろしいでしょうか。 

○委員（芝田英範） 

この歳入２の普通徴収分の滞納繰越分、ここは何で滞納が出るのか、普通徴収者は何名いて、

これ多分７５歳になる切替えのとき、大概もう年金から特別徴収になるのですけど、普通徴収

にまだしている方がいるんですか。 
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◎税務課長（尾本 浩） 

芝田委員の質問にお答えいたします。委員おっしゃるように７５歳になるときに、一旦年金

特徴ではなくて、普徴に切り替ります。それを７５歳になったときに、そういう制度を知らず

に滞納になってしまうという方が一定程度いらっしゃいますので、そういう方がこの滞納者に

なるということですので、我々としましては、広域連合と一緒にこういう制度ですよと、７５

歳になったときに、こういう仕組みになって、年金特徴ではなくて普徴に切り替りますのでと

いうお知らせはチラシ等で知らせていますので、引き続きそれは徹底していきたいと思います。

以上です。 

○委員（芝田英範） 

滞納繰越分が１５７万９，０００円ありますけど、この徴収はどこがしているのですか。 

◎税務課長（尾本 浩） 

芝田委員の質問にお答えいたします。保険料の徴収につきましては、市町村の業務でござい

ますので税務課のほうで徴収をしております。以上です。 

○委員（芝田英範） 

特に７５歳以上になると皆さん年金暮らしで、この滞納繰越分の滞納者に対しての、督促、

こういうのを出していると思いますけれど、徴収は上がっていますか、上がっていないで繰越

しするケースになっているのですか。 

◎税務課長（尾本 浩） 

芝田委員の質問にお答えいたします。徴収率でございますが、令和６年度の徴収率を申し上

げますと、現年分が９９．８２％、滞納繰越分が４２．６７％。現年と滞納合わせて９９．６

１％というふうになっております。令和５年から令和６年にかけては、徴収率は上がっており

ますので、引き続き徴収強化をしていきたいと思います。以上です。 

○委員（芝田英範） 

やはりこれは、７５歳の切替えのときの連絡がうまくいかないから年金から引き落としがな

されてなくて、そのまま滞納が続いているというような状況にあろうかと思います。 

そしてまた、こういう方は皆年金暮らしの方ですので、滞納になった場合は督促が来るんで

すけど、ほとんど払えないというか、払う力が無いというか、そういう方が多いので、７５歳

になるときの切替えの連絡をしっかりして、年金のほうへの特徴に移行されるようにお願いを

しておきます。 

◎保険健康課長（川辺みさご） 

先ほどの河野委員のご質問の令和７年度の保険基盤安定繰入金が分かりましたのでお答えさ

せていただきます。 

本年度令和７年度の保険基盤安定繰入金につきましては、２億２，９４６万５，０００円と

なっていますので、令和８年度のほうが約４，５００万円程度多い額となっています。以上で

す。 
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○委員長（匹田 郁） 

ほかにございませんか。 

（ 「なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で第３３号議案についての質疑を終わります。 

以上で保険健康課所管の質疑を終わります。 

ご苦労さまでした。暫時休憩いたします。 

 

午前１１時２７分 休憩 

 

午前１１時２８分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

再開いたします。 

次に高齢者支援課所管の議案審査を行います。 

第３２号議案令和８年度臼杵市介護保険特別会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

◎高齢者支援課長（安藤隆文） 

（ 令和８年度 当初予算重点事項説明資料に基づき説明 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑は挙手をもってお願いいたします。 

○委員（奥田富美子） 

７２ページ、歳出１１について教えてください。特定入所者はどういう方を指すのか教えて

ください。 

◎高齢者支援課長（安藤隆文） 

奥田委員のご質問についてお答えいたします。特定入所というのが、介護保険施設となりま

すので、特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護保険施設の中での居住費や食費の限度

額が超えた分を給付するというふうになっております。以上です。 

○委員（安東鉄男） 

先ほどの後期高齢者医療特別会計の芝田委員の質問とほぼ同じなのですが、歳入１番、滞納

繰越分１５０万円、第１号被保険者６５歳以上で年金から天引きになると思うのですが、この

滞納になる理由をと教えてください。 

◎高齢者支援課長（安藤隆文） 

安東委員のご質問にお答えいたします。介護保険での滞納というところですが、まず、介護
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保険が年金から引かれるところがあるんですけど、先ほどの後期高齢と同じように、６５歳に

なったからすぐ年金から引かれるというところではなく、やはりそこで１か月なりの差が生じ

てしまいます。それと、年金額が１万５，０００円に満たない方は、普通徴収となっておりま

すので、そちらの方については滞納になる可能性はあります。同じく年金から引かれているの

で令和６年度の実績で収納率としては９９．７１％と９９％は超えているような状況になって

おります。以上です。 

○委員（安東鉄男） 

芝田委員と同じですけど、６５歳になるときの広報をよろしくお願いいたします。９９％超

しているということで、よろしいかと思います。 

◎高齢者支援課長（安藤隆文） 

安東委員のご意見にお答えいたします。現在６５歳になられる方は、誕生日の前の月にピン

ク色の介護保険証というのを配付させていただいて、いつ介護保険料が引かれるかっていうふ

うなことで、通知を行っています。ただ、今後国のＤＸ化で保険証を発行しなくていいとかい

うふうなこともありますが、そこはやはりわざと納めないわけではないので、丁寧な説明がで

きるようにしていきたいと考えております。以上です。 

○委員長（匹田 郁） 

ほかにございませんか 

（ 「なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で第３２号議案についての質疑を終わります。 

以上で、高齢者支援課所管の質疑を終わります。 

ご苦労さまでした。暫時休憩いたします。 

 

午前１１時３９分 休憩 

 

午前１１時４０分 再開 

 

○委員長（匹田 郁） 

 再開いたします。 

これより、第２８号議案令和８年度臼杵市一般会計予算に対する討論に入ります。 

○委員（広田精治） 

 当初予算について、すぐれて市民を向いた予算、全体的にそこは理解していますし、歓迎し

ているところなのですけれども、ただ２点だけ私はどうしても同意できない点がありますので

反対をします。 

部落問題の解決に関する特定の考えを持つ、そういう民間団体が構成している執行委員会の
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主催する研修会、学習会、これに大量の職員を派遣して、参加費とか旅費を計上しています。 

もう一つは、同じように、団体の発行する新聞あるいは定期雑誌の大量購入もまだ続けてい

ます。これらについては、いずれも他の自治体では廃止している。特に大分市が昨年２月の例

の事件を経て、過度の配慮に影響を与えているということで廃止したわけで、私は臼杵市もそ

ういう方向に早く進むべきだ、そうしなければ、臼杵市における部落問題の解決は、遅々とし

て進まないどころか、また改めて新しい差別を生み出していくようなことになる。 

そういうふうに強く思っています。そういう理由で当初予算に反対です。 

○委員長（匹田 郁） 

ほかにございませんか 

（ な し ） 

○委員長（匹田 郁） 

 以上で討論を終わります。 

これより採決を行います。 

第２８号議案について賛成の方の起立を求めます。 

（ 起立多数 ） 

○委員長（匹田 郁） 

ご着席ください。 

起立多数であります。 

よって、第２８号議案については、原案のとおり可決すべきものとして決しました。 

以上で第２８号議案についての議案審査を終わります。 

次に、特別会計に入ります。 

特別会計の第２９号議案から第３３号議案までは、一括して討論を行います。 

（ な し ） 

○委員長（匹田 郁） 

以上で討論を終わります。 

これより採決を行います。 

特別会計第２９号議案から第３３号議案については、原案のとおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

（ 「異議なし」の声 ） 

○委員長（匹田 郁） 

ご異議なしと認めます。 

よって、第２９号議案から第３３号議案については、原案のとおり可決すべきものとして決

しました。 

以上で、第２９号議案から第３３号議案についての議案審査を終わります。 

以上で、本委員会に付託を受けました議案の審査を終わります。 
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予算委員会を閉会いたします。 

 

午前１１時４４分 閉会 

                                                                                    

 

臼杵市議会委員会条例第３０条第１項の規定により、ここに記録を作成する。 

 

令和８年３月１７日 

 

臼杵市議会 

予算委員会委員長  匹田 郁 
 


